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ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
（
七
三—

二
一
一77

）

—

不
二
一
元
と
い
う
生
き
方—

山　
　

本　
　

和　
　

彦

〔
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
も
の
〕

　

七
三　

い
ま
、
あ
な
た
が
知
る
べ
き
ア
ー
ト
マ
ン
と
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
も
の
と
の
識
別
を
私
は
あ
な
た
に
語
ろ
う
。
あ
な
た
は
そ
れ

を
正
し
く
聞
い
て
、
自
分
で
そ
れ
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

七
四　

髄
、
骨
、
脂
肪
、
肉
、
血
液
、
皮
膚
、
表
皮
が
身
体
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
と
も
な
う
足
、
腿
、
胸
、
腕
、
背
中
、
頭

が
必
須
な
肢
分
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
部
分
で
あ
る
。

　

七
五　
「
私
で
あ
る
」「
私
の
も
の
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
無
知
の
居
場
所
で
あ
る
身
体
は
、
覚
者
に
よ
っ
て
「
粗
大
な
も
の88
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
虚
空
風
火
水
地
は
微
細
な
元
素
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
〔
以
下
の
如
く
で
あ
る
〕。

　

七
六　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
が
結
合
し
て
、
粗
大
な
も
の
と
な
る
。
そ
れ
ら
は
粗
大
な
身
体
の
原
因
で
あ
る
。
声
な
ど
の
五
唯88
は
、
享
受

者
の
楽
の
た
め
に
、
そ
れ
（
感
官
）
の
対
象
と
な
る
。
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七
七　
〔
欲
望
の
〕
対
象
と
い
う
断
ち
切
り
難
い
足
枷
に
縛
ら
れ
て
い
る
愚
者
た
ち
は
、〔
生
死
を
〕
往
来
し
、〔
天
地
を
〕
浮
沈
し
、
自

ら
の
業
（
カ
ル
マ
ン
）
と
い
う
強
力
な
使
者
に
迅
速
に
運
ば
れ
る
。

　

七
八　

鹿
、
象
、
蛾
、
魚
、
黒
蜂
の
五
つ
は
、
自
ら
の
属
性
に
従
っ
て
、
声
な
ど
（
色
香
味
触
）
の
五
つ
〔
の
感
官
の
対
象
〕
の
一
つ
と

結
び
つ
く
と
、
五
元
素
（
虚
空
風
火
水
地
）
へ
と
分
解
す
る
（
死
ぬ88
）。
人
間
は
、
何
と
五
つ
す
べ
て
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

七
九　
〔
感
官
、
欲
望
の
〕
対
象
は
、
黒
蛇
（
コ
ブ
ラ
）
の
毒
よ
り
も
さ
ら
に
有
害
で
あ
る
。
毒
は
食
べ
た
者
を
殺
す
が
、
そ
れ
（
欲
望
の

対
象
）
は
眼
で
見
た
だ
け
の
者
を
殺
す
。

　

八
〇　
〔
欲
望
の
対
象
は
〕
捨
て
去
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
い
か
ら
、
対
象
に
対
す
る
欲
望
と
い
う
大
き
な
足
枷
か
ら
解
放
さ
れ
た
者

だ
け
が
解
脱
に
相
応
し
い
の
で
あ
り
、
他
の
者
は
相
応
し
く
な
い
。
た
と
え
六
派
哲
学88
を
知
っ
て
い
る
と
し
て
も
。

　

八
一　

一
時
的
な
離
欲
で
解
脱
を
求
め
る
者
た
ち
や
現
生
の
川
を
渡
ろ
う
と
す
る
者
た
ち
を
、
欲
望
と
い
う
鰐
が
、
喉
を
嚙
み
素
早
く

連
れ
去
り
途
中
で
溺
れ
さ
せ
る
。

　

八
二　
〔
欲
望
の
〕
対
象
と
い
う
名
の
鰐
を
、
離
欲
と
い
う
よ
く
切
れ
る
刀
剣
に
よ
っ
て
殺
す
者
は
、
妨
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
現
生
の

川
を
渡
っ
て
行
く
。

　

八
三　
〔
欲
望
の
〕
対
象
に
満
足
す
る
道
を
行
く
、
心
の
汚
れ
た
者
は
、
死
に
至
る
道
を
一
歩
ず
つ
歩
く
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
利
益



3

を
も
た
ら
し
、
善
良
な
人
で
あ
る
師
（
グ
ル
）
の
言
葉
（
教
証
）
と
自
分
の
推
理
（
理
証
）
に
よ
っ
て
、〔
道
を
〕
行
く
者
は
成
功
す
る
。
以

上
は
真
実
で
あ
る
と
あ
な
た
は
知
る
べ
き
で
あ
る
。

　

八
四　

ま
さ
に
も
し
、
あ
な
た
が
解
脱
を
求
め
る
の
な
ら
、
た
と
え
ば
毒
を
避
け
る
よ
う
に
、
遠
く
か
ら
で
も
〔
欲
望
の
〕
対
象
を
避

け
る
べ
き
で
あ
る
。
不
死
の
甘
露
（
ピ
ー
ユ
ー
シ
ャ
）
の
よ
う
な
満
足
、
慈
悲
、
忍
耐
、
正
直
、
寂
静
、
自
制
を
常
に
真
剣
に
実
行
す
べ
き

で
あ
る88
。

　

八
五　

始
ま
り
な
き
無
知
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
束
縛
か
ら
の
解
脱
と
い
う
な
す
べ
き
こ
と
を
次
々
に
避
け
る
人
、
他
の
（
ア
ー
ト
マ
ン
と

異
な
る
）
も
の88
で
あ
る
こ
の
身
体
に
栄
養
を
与
え
る
こ
と
に
執
着
す
る
人
、
彼
は
そ
れ
ゆ
え
自
分
を
殺
し
て
い
る88
。

　

八
六　

身
体
に
栄
養
を
与
え
な
が
ら
ア
ー
ト
マ
ン
を
体
験
し
た
い
者
、
彼
は
木
片
で
あ
る
と
誤
認
し
て
、
鰐
を
摑
み
川
を
渡
っ
て
い
る
。

　

八
七　

解
脱
を
求
め
る
者
に
と
っ
て
、
身
体
な
ど
に
対
す
る
無
知
（
モ
ー
ハ
）
こ
そ
が
大
い
な
る
死
で
あ
る87
。
無
知
に
打
ち
勝
っ
た
者
が
、

解
脱
の
境
地
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

八
八　

あ
な
た
は
身
体
、
妻
、
子
な
ど
に
対
す
る
無
知
で
あ
る
大
い
な
る
死
を
捨
て
る
べ
き
だ
。
そ
れ
に
打
ち
勝
っ
た
沈
黙
の
聖
者
た

ち
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
の
最
高
の
境
地
に
行
く88
。

　

八
九　

こ
の
粗
大
な
身
体
は
皮
膚
、
肉
、
血
、
動
脈
、
静
脈
、
脂
肪
、
髄
、
骨
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
尿
と
排
泄
物
で
充
満
し
て
お
り
、
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非
難
（
不
浄
で
あ
る
と
指
摘
）
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

九
〇　

五
つ
か
ら
作
ら
れ
た
粗
大
な
元
素
か
ら
過
去
の
行
為
に
よ
っ
て
、
ア
ー
ト
マ
ン
が
享
受
す
る
こ
の
粗
大
な
場
所
（
身
体
）
は
生

じ
る87
。
そ
れ
か
ら
、
覚
醒
状
態
の
そ
れ
（
身
体
）
が
粗
大
な
対
象
を
経
験
す
る
。

　

九
一　

個
我
（
ジ
ー
ヴ
ァ78
）
は
、
自
分
を
そ
れ
（
粗
大
な
身
体
）
と
同
一
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
的
な
感
官
を
使
っ
て
花
環
、
白
檀
、

女
性
な
ど
様
々
な
形
を
持
つ
粗
大
な
対
象
を
頻
繁
に
楽
し
む
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
身
体
は
覚
醒
時
に
卓
越
〔
し
た
効
果
を
発
揮
〕
し
て
い

る
。

　

九
二　

こ
の
粗
大
な
身
体
は
、
人
間
に
と
っ
て
、
外
界
の
輪
廻
の
す
べ
て
の
拠
り
所
で
あ
り
、
家
長
に
と
っ
て
の
家
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
と
知
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

九
三　

粗
大
な
身
体
に
は
、
生
老
死
と
い
う
属
性
が
あ
る
。
太
っ
て
い
る
な
ど
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
幼
少
期
な
ど
の
期
間
が
あ
る
。

種
姓
や
住
期
に
よ
る
決
ま
り
事
が
あ
り
、
多
く
の
種
類
の
病
気
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
礼
拝
、
不
敬
、
尊
敬
と
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

直
面
す
る
。

　

九
四　

耳
、
皮
膚
、
眼
、
鼻
、
舌
は
対
象
を
認
識
す
る
か
ら
、
感
覚
器
官
で
あ
る
。
発
声
器
（
口
）、
手
、
足
、
排
泄
器
、
生
殖
器
は
行

為
の
た
め
の
行
為
器
官
で
あ
る
。
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九
五　

内
官
（
ア
ン
タ
ハ
・
カ
ラ
ナ
）
は
各
自
の
働
き
に
よ
っ
て
思
考
機
能
（
マ
ナ
ス
）、
統
覚
（
デ
ィ
ー78
）、
自
我
（
ア
ハ
ン
ク
リ
テ
ィ
）、
心

（
チ
ッ
タ
）
と
呼
ば
れ
る
。
意
志
や
分
別
な
ど
を
と
も
な
う
か
ら
、
思
考
機
能78
で
あ
る
。
言
葉
の
対
象
を
決
定
す
る
特
徴
が
あ
る
か
ら
、
統

覚
（
ブ
ッ
デ
ィ78
）
で
あ
る
。

　

九
六　

そ
の
場
所
（
身
体
）
を
「
私
で
あ
る
」
と
誤
見
す
る
か
ら78
、
自
我
意
識
で
あ
る
。
自
分
の
利
益
（
欲
望
の
対
象
）
に
考
え
を
定
め
る

性
質
が
あ
る
か
ら
、
心
で
あ
る
。

　

九
七　

既
知
の
生
気
（
プ
ラ
ー
ナ
）
は78
、
各
自
の
働
き
の
違
い
と
変
化
の
違
い
に
よ
っ
て
、
金
塊
や
水
な
ど
の
よ
う
に
呼
気
、
吸
気
、
媒

気78
、
上
気77
、
等
気78
と
な
る
。

　

九
八　

発
声
器
（
口
）
な
ど
五
つ
（
行
為
器
官77
）、
耳
な
ど
五
つ
（
感
覚
器
官111
）、
呼
気
な
ど
五
つ
（
生
気111
）、
虚
空111
を
は
じ
め
と
す
る
五
つ
（
微

細
な
元
素111
）、
統
覚
な
ど
（
内
官111
）、
無
知
、
欲
望
、
行
為
と
い
う
八
つ
の
都
城
が
微
細
身
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　

九
九　

あ
な
た
は
聞
き
な
さ
い
。
微
細
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
身
体
は
、
象
徴
身
（
リ
ン
ガ
）
で
も
あ
る
。
ま
だ
五
つ
に
分
割
さ
れ
て
い

な
い
元
素
か
ら
生
じ
、
潜
勢
力
を
持
っ
て
お
り
、
行
為
の
結
果
を
ア
ー
ト
マ
ン
に
経
験
さ
せ
る
。
自
ら
の
無
知
ゆ
え
に
、〔
微
細
身
は
〕
ア

ー
ト
マ
ン
の
無
始
以
来
の
限
定
的
属
性
（
ウ
パ
ー
デ
ィ111
）
で
あ
る
。

　

一
〇
〇　

夢
は
そ
れ
（
微
細
身
）
の
〔
覚
醒
と
〕
別
の
状
態
で
あ
る
。
そ
こ
（
夢
）
で
は
、
自
分
（
微
細
身
）
だ
け
が
残
っ
て
輝
く
。
夢
の

な
か
で
は
、
統
覚
は
自
ら
覚
醒
時
の
多
く
の
潜
勢
力
に
よ
っ
て
、
行
為
者
な
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
い
支
配
す
る
。
し
か
し
そ
こ
（
夢
の
な
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か
）
で
は111
、
こ
の
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
は
自
ら
輝
い
て
い
る111
。

　

一
〇
一　

統
覚
（
デ
ィ
ー
）
の
み
を
限
定
的
属
性
と
し
て
持
つ
す
べ
て
を
目
撃
す
る
者
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
、
そ
れ
（
統
覚
）
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
ど
ん
な
わ
ず
か
な
業
（
行
為
の
結
果
）
に
よ
っ
て
も
汚
さ
れ
な
い
。〔
ア
ー
ト
マ
ン
は
〕
無
執
着
な
の
で
、
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
、
限

定
的
属
性
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
業
に
よ
っ
て
、
少
し
も
汚
さ
れ
な
い
。

　

一
〇
二　

こ
の
象
徴
身
（
リ
ン
ガ
）
は
、
知
を
本
質
と
す
る
魂
（
プ
ン
ス
）
に
と
っ
て
、
す
べ
て
の
仕
事
の
道
具
で
あ
る
。
言
わ
ば
、
木

樵
に
と
っ
て
の
斧
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
魂
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
無
執
着
で
あ
る
。

　

一
〇
三　

盲
目
、
弱
さ
、
鋭
さ
は
、
効
果
の
有
無
に
よ
る
眼
の
属
性
で
あ
る
。
同
様
に
、
聞
こ
え
な
い
、
話
せ
な
い
な
ど
は
、
耳
や
口

な
ど
の
属
性
で
あ
り
、
知
者
と
し
て
の
ア
ー
ト
マ
ン
の
〔
属
性
〕
で
は
な
い
。

　

一
〇
四　

吸
気
、
呼
気
、
あ
く
び
、
く
し
ゃ
み
、
排
泄
な
ど
、
そ
し
て
上
昇
（
魂
の
身
体
か
ら
の
離
脱
）
な
ど
の
行
為
は
、
生
気
（
プ
ラ
ー

ナ
）
な
ど
の
働
き
で
あ
る
と
そ
れ
を
知
る
者
た
ち
は
言
う
。
飢
え
と
渇
き
は
、
生
気
の
属
性
で
あ
る
。

　

一
〇
五　

内
官
は
、
身
体
の
な
か
で
の
眼
な
ど
そ
れ
ら
（
感
官
）
の
な
か
で
、「
私
が
〔
見
て
い
る
〕」
と
い
う
誤
見111
と
顕
現
し
た
光
（
ア

ー
ト
マ
ン
の
反
射
）
と
と
も
に
、
存
在
し
て
い
る
。

　

一
〇
六　

自
我
意
識
は
、「
私
が
行
為
者
で
あ
る
」「
私
が
享
受
者
で
あ
る
」
と
誤
見
す
る111
と
知
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
純
質
な
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ど
の
〔
三
つ
の
〕
徳111
と
結
び
つ
く
か
ら
、
三
つ
の
状
態
（
覚
醒
、
夢
、
熟
睡
）
に
至
る
。

　

一
〇
七　

対
象
が
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
楽
し
く
な
る
。
反
対
で
あ
れ
ば
苦
し
く
な
る
。
苦
楽
は
そ
れ
（
自
我
意
識
）
の
属
性
で
あ
り
、

永
遠
の
歓
喜
で
あ
る
ア
ー
ト
マ
ン
の
〔
属
性
〕
で
は
な
い
。

　

一
〇
八　

自
己
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
ゆ
え
に
対
象
が
愛
し
い
の
で
あ
り
、
対
象
自
体
ゆ
え
に
愛
し
い
の
で
は
な
い111
。
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
の

人
に
と
っ
て
自
己
は
、
そ
れ
自
体
で
最
も
愛
し
い
か
ら
で
あ
る
。

　

一
〇
九　

そ
れ
ゆ
え
、
ア
ー
ト
マ
ン
は
永
遠
の
歓
喜
で
あ
り
、
決
し
て
苦
が
な
い
。
熟
睡
中
は
、
対
象
が
な
く
て
も
永
遠
の
歓
喜
を
経

験
で
き
る
。
覚
醒
時
に
は
天
啓
聖
典
、
知
覚
、
伝
承
文
学
、
推
理
が
〔
ア
ー
ト
マ
ン
の
存
在
を
証
明
す
る
の
で
〕
あ
る
。

　

一
一
〇　

非
顕
現
（
ア
ヴ
ィ
ヤ
ク
タ111
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
二
つ
あ
る
。〔
一
つ
は
〕
無
明
（
ア
ヴ
ィ
ド
ヤ
ー
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
最
高
の
神

の
力
で
あ
り
、
始
ま
り
な
く
、
三
徳111
を
本
質
と
す
る
。
他
の
も
の
は111
、
ま
さ
に
〔
宇
宙
と
い
う
〕
結
果
か
ら
賢
者
に
よ
っ
て
推
理
さ
れ
る

幻
（
マ
ー
ヤ
ー
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
全
宇
宙
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

　

一
一
一　
〔
こ
の
幻
は
〕
存
在
で
も
な
く
、
非
存
在
で
も
な
く
、
両
方
（
存
在
か
つ
非
存
在
）
を
本
質
と
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
異
な
っ

て
い
る
の
で
も
な
く
、
異
な
っ
て
い
な
い
の
で
も
な
く
、
両
方
（
異
か
つ
不
異
）
を
本
質
と
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
部
分
を
持
つ
の
で
も

な
く
、
部
分
を
持
た
な
い
の
で
も
な
く
、
両
方
（
部
分
を
持
ち
、
か
つ
持
た
な
い
）
を
本
質
と
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
大
き
な
驚
異
で
あ
り
、

言
語
表
現
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
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一
一
二　
〔
こ
の
幻
は
〕
清
浄
で
不
二
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
悟
る
こ
と
に
よ
っ
て
滅
せ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
蛇
と
い
う
誤
知
は
、
縄
と
い

う
識
別
知
か
ら
滅
す
る
よ
う
に
。〔
こ
の
幻
の
〕
徳
（
グ
ナ
）
は
激
質
（
ラ
ジ
ャ
ス
）、
暗
質
（
タ
マ
ス
）、
純
質
（
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
）
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
各
自
の
結
果
に
よ
る
呼
称
で
あ
る
。

　

一
一
三　

激
質
に
は
、
働
き
を
本
質
と
す
る
投
影
力
（
ヴ
ィ
ク
シ
ェ
ー
パ
・
シ
ャ
ク
テ
ィ
）
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
太
古
の
活
動
が
流
出
し

た111
。
そ
こ
か
ら
、
怒
り
や
苦
し
み
な
ど
と
い
う
心
（
マ
ナ
ス111
）
の
変
化
が
常
に
生
じ
る
だ
ろ
う
。

　

一
一
四　

愛
欲
、
怒
り
、
貪
欲
、
虚
栄
、
怨
み
、
自
我
意
識
、
羨
望
、
嫉
妬
な
ど
は
、
激
質
の
恐
ろ
し
い
属
性
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
よ

っ
て
人
間
は
活
動
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
激
質
は
束
縛
（
輪
廻
）
の
原
因
で
あ
る
。

　

一
一
五　

覆
い
隠
す
（
ア
ー
ヴ
リ
ッ
テ
ィ
）
と
い
う
作
用
は
、
暗
質
の
属
性
の
力
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
事
物
は
〔
真
実
か
ら
〕
異

な
っ
て
見
え
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
人
間
が
輪
廻
に
入
る
原
因
で
あ
り
、
投
影
力
が
発
揮
さ
れ
る
原
因
で
あ
る
。

　

一
一
六　

智
慧
あ
る
者
で
あ
っ
て
も
、
賢
者
で
あ
っ
て
も
、
才
知
あ
る
者
で
あ
っ
て
も
、
非
常
に
微
細
な
対
象
を
一
瞥
す
る
だ
け
で
理

解
す
る
人111
で
あ
っ
て
も
、
暗
質
に
よ
っ
て
〔
事
物
を
〕
理
解
で
き
な
く
な
る
。
さ
ま
ざ
ま
に
明
瞭
に
説
明
さ
れ
た
と
し
て
も
で
あ
る
。
迷

妄
を
上
に
重
ね
た
だ
け
の
も
の
を
正
し
い
と
彼
は
考
え
、
そ
の
属
性
に
固
執
す
る
。
あ
あ
、
こ
の
滅
し
難
き
暗
質
の
大
き
な
投
影
力
は
、

な
ん
と
強
力
な
こ
と
か
。

　

一
一
七　

正
し
い
判
断
の
欠
如
、
反
対
の
判
断
、
不
信
心
、
も
し
く
は
誤
っ
た
考
え
か
ら111
、
こ
れ
（
覆
い
隠
す
力
）
と
結
び
つ
い
て
い
る
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人
を
、
投
影
力
は
決
し
て
解
放
し
な
い
。
投
影
力
は
絶
え
間
な
く
彼
を
苦
し
め
る
。

　

一
一
八　

無
知
、
怠
惰
、
愚
鈍
、
眠
気
、
不
注
意
、
愚
蒙
な
ど
は
、
暗
質
の
属
性
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
結
び
つ
い
た
人
は
、
何
も
理
解

で
き
な
く
な
り
、
眠
っ
た
よ
う
に
、
単
な
る
柱
の
よ
う
に
な
る
。

　

一
一
九　

純
質
は
清
浄
で
あ
り
、
水
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
二
つ
（
激
質
と
暗
質
）
と
結
合
し
て
輪
廻
す
る
。
ア
ー
ト
マ

ン
の
輝
き
が
そ
こ
（
純
質
の
な
か
）
で
反
射
す
る
と
き
、
そ
れ
（
純
質
）
は
太
陽
の
よ
う
に
全
世
界
を
照
ら
す
。

　

一
二
〇　

し
か
し
〔
激
質
や
暗
質
と
〕
混
合
し
た
純
質
の
属
性
は
、
慢
心
な
ど
が
な
い
こ
と
、
勧
戒
（
ニ
ヤ
マ111
）
と
禁
戒
（
ヤ
マ111
）
を
始

め
と
す
る
も
の
（
ヨ
ー
ガ
の
階
梯111
）、
信
仰
（
シ
ュ
ラ
ッ
ダ
ー
）、
誠
信
（
バ
ク
テ
ィ
）、
解
脱
を
求
め
る
こ
と
、
神
的
な
も
の
の
獲
得
、
存
在
し

な
い
も
の
に
対
し
て
活
動
し
な
い
こ
と
で
あ
る111
。

　

一
二
一　

清
浄
な
純
質
の
属
性
は
、〔
師
か
ら
の
〕
恩
恵
（
プ
ラ
サ
ー
ダ
）、
自
ら
の
ア
ー
ト
マ
ン
の
経
験
、
最
高
の
寂
静
、
満
足
、
喜
び
、

最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
の
成
就
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
（
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
へ
到
達
し
た
者
）
は
永
遠
の
歓
喜
を
味
わ
う
。

　

一
二
二　

非
顕
現
な
も
の
は
、
三
徳
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
と
既
に
述
べ
ら
れ
て
お
り111
、
そ
れ
は
ア
ー
ト
マ
ン
に
と
っ
て
の
、
原
因
と

し
て
の
身
体
（
カ
ー
ラ
ナ
・
シ
ャ
リ
ー
ラ
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
熟
睡
は
こ
れ
（
身
体
）
の
〔
覚
醒
・
夢
と
〕
異
な
る
状
態
で
あ
る111
。

〔
つ
ま
り
熟
睡
中
は
〕
す
べ
て
の
感
官
と
統
覚
（
ブ
ッ
デ
ィ
）
の
働
き
は
停
止
し
て
い
る
。
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一
二
三　

熟
睡
と
は
、
す
べ
て
の
種
類
の
認
識
活
動
が
寂
滅
し
て
お
り
、
統
覚
が
種
子
の
〔
活
動
し
な
い
〕
ま
ま
の
状
態
で
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
実
に
明
白
で
あ
る
。〔
熟
睡
中
の
こ
と
は
〕「
私
は
何
も
わ
か
ら
な
い
」
と
は
極
成
で
あ
る
（
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
）

か
ら
。

　

一
二
四　

身
体
、
感
官
、
生
気
、
意
、
自
我
を
始
め
と
し
、
変
化
し
た
も
の
す
べ
て
、
対
象
、
楽
な
ど
、
虚
空
（
ヴ
ョ
ー
マ
）
な
ど
の
諸

元
素
、
非
顕
現
な
も
の
に
至
る
ま
で
の
宇
宙
の
す
べ
て
の
も
の
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
で
は
な
い
。

　

一
二
五　

幻
（
マ
ー
ヤ
ー
）
と
幻
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
大
（
マ
ハ
ッ
ト111
）
か
ら
始
ま
り
身
体
に
至
る
す
べ
て
の
も
の
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
そ
の

も
の
で
は
な
く
、
実
在
し
な
い
砂
漠
の
蜃
気
楼
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
あ
な
た
は
知
る
べ
き
で
あ
る
。

〔
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
〕

　

一
二
六　

こ
れ
か
ら
あ
な
た
に
、
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
の
本
質
を
語
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
を
知
っ
て
、
人
は
束
縛
（
輪
廻
）
か
ら
解

放
さ
れ
た
者
と
な
り
、
独
存
状
態111
に
至
る
。

　

一
二
七　

そ
れ
（
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
、
常
に
自
立
し
て
存
在
し
て
い
る
何
か
で
あ
る
。「
私
」
と
い
う
観
念111
の
拠
り
所
で
あ
り
、
三

つ
の
状
態111
を
見
る
者
で
あ
り
、
五
つ
の
蔵111
と
異
な
っ
て
い
る
。

　

一
二
八　

覚
醒
と
夢
と
熟
睡
の
な
か
で
す
べ
て
を
認
識
す
る
者
、
知
と
そ
の
働
き
が
〔
覚
醒
時
に
〕
存
在
す
る
こ
と
と
〔
熟
睡
時
に
〕

存
在
し
な
い
こ
と
を
知
る
者
、
彼
は
「
私
」
と
い
う
そ
れ
（
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
）
で
あ
る
。
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一
二
九　

自
立
し
て
す
べ
て
を
見
る
者
は
い
る
が
、
彼
（
す
べ
て
を
見
る
者
）
を
見
る
者
は
い
な
い111
。
統
覚
な
ど
を
輝
か
せ
る
者
は
い
る

が
、
彼
を
輝
か
せ
る
者
は
い
な
い
。
彼
は
そ
れ
（
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
）
で
あ
る
。

　

一
三
〇　

こ
の
宇
宙
を
遍
く
満
た
し
て
い
る
者
は
い
る
が
、
彼
（
遍
く
満
た
す
者
）
を
遍
く
満
た
す
者
は
い
な
い
。
そ
れ
自
身
の
輝
き
の

反
射
に
よ
っ
て
、
こ
の
す
べ
て
（
全
宇
宙
）
は
輝
く111
。
彼
は
そ
れ
（
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
）
で
あ
る
。

　

一
三
一　

そ
の
彼
が
存
在
す
る
だ
け
で
身
体
、
感
官
、
思
考
、
統
覚
（
デ
ィ
ー
）
は
、
各
自
の
対
象
に
対
し
て
促
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
働

く
。

　

一
三
二　

自
我
意
識
（
ア
ハ
ン
カ
ー
ラ111
）
を
始
め
と
し
、
身
体
に
至
る
ま
で
、
そ
し
て
対
象
、
喜
び
な
ど
は
、
永
遠
の
知
識
を
本
質
と
し

て
持
つ
そ
れ
（
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
）
に
よ
っ
て
、
瓶
の
よ
う
に
明
瞭
に
認
識
さ
れ
る
。

　

一
三
三　

そ
れ
（
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
内
我
（
ア
ン
タ
ル
・
ア
ー
ト
マ
ン
）
で
あ
り
、
太
古
の
霊
魂
（
プ
ル
シ
ャ
）
で
あ
り
、
絶
え
間
の
な

い
不
可
分
の
歓
喜
を
経
験
し
、
常
に
一
つ
で
あ
り111
、
覚
知
（
プ
ラ
テ
ィ
ボ
ー
ダ
）
そ
の
も
の
で
あ
る111
。
そ
れ
に
よ
っ
て
声
や
気
息
（
ア
ス
）
な

ど
〔
の
器
官
〕
は
、
は
じ
め
て
活
動
す
る
。

　

一
三
四　

ま
さ
に
そ
の
（
身
体
の
）
な
か
で111
、
純
質
（
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
）
を
本
質
す
る
統
覚
の
洞
窟111
の
な
か
で
、
非
顕
現
の
虚
空
の
な
か
で
、

偉
大
な
も
の
（
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
輝
く
。
天
空
の
虚
空
を
太
陽
が
照
ら
す
よ
う
に
、
自
ら
の
輝
き
に
よ
っ
て
、
こ
の
宇
宙
を
照
ら
す
。
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一
三
五　

そ
れ
（
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
、
思
考
機
能
（
マ
ナ
ス
）
と
自
我
意
識
の
変
化
を
、
そ
し
て
身
体
と
感
官
と
生
気
の
働
き
を
知

る
者
で
あ
る
。
そ
れ
は
熱
鉄
球
の
火
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
に
従
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
も
、
少
し
も
動
く
こ
と
な
く
変
化
も
し
な

い
。

　

一
三
六　

そ
れ
（
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
生
ま
れ
ず
、
死
な
ず
、
成
長
せ
ず
、
衰
退
せ
ず
、
変
化
せ
ず
、
永
遠
で
あ
る
。
身
体
が
滅
す

る
と
き
で
も
、
そ
の
な
か
に
い
る
そ
れ
が
滅
す
る
こ
と
は
な
い
。
瓶
の
な
か
の
空
間
の
よ
う
に
独
立
し
て
い
る
か
ら
。

　

一
三
七　

最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
は
、
物
質
原
理
（
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ111
）
や
そ
の
変
化
し
た
も
の
と
異
な
っ
て
お
り
、
清
浄
な
知
を
本
質
と
し

て
お
り
、
有
と
無
の
こ
れ
（
宇
宙
）
を
す
べ
て
照
ら
し111
、
絶
対
的
で
あ
り
、
覚
醒
な
ど
の
状
態
で
、「
私
が
」「
私
が
」
と
〔
判
断
す
る
〕
統

覚
の
直
接
の
目
撃
者
と
し
て
輝
い
て
い
る111
。

　

一
三
八　

思
考
機
能
（
マ
ナ
ス
）
を
制
御
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
感
官
（
ブ
ッ
デ
ィ
）
を
明
晰
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て111
、
自
分
の
な

か
に
い
る
ア
ー
ト
マ
ン
を
「
私
は
そ
れ
で
あ
る111
」
と
あ
な
た
は
直
接
知
る
べ
き
で
あ
る
。
生
死
と
い
う
波
を
持
つ
、
越
え
難
い
輪
廻
の
川

を
あ
な
た
は
渡
れ
。
あ
な
た
は
目
的
達
成
者
と
な
れ
。
あ
な
た
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
し
て
生
き
よ
。

〔
輪
廻
の
原
因
〕

　

一
三
九　

こ
の
（
身
体
と
い
う111
）
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
も
の
に
対
し
て
「
私
で
あ
る
」
と
考
え
る
こ
と
、
こ
れ
が
人
間
を
束
縛
す
る
。〔
そ

の
誤
っ
た
考
え
は
〕
無
知
ゆ
え
に
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、〔
無
知
は
〕
生
死
（
輪
廻
）
と
煩
悩
が
生
じ
る
原
因
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
れ
（
無

知
）
に
よ
っ
て
、
人
は
実
在
し
な
い
こ
の
身
体
を
実
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
自
己
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
で
あ
る
と
考
え
、〔
欲
望
の
〕
対
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象
（
食
物111
）
に
よ
っ
て
滋
養
し
成
長
さ
せ
守
る
。
糸
に
よ
っ
て
繭
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
。

　

一
四
〇　

暗
質
（
タ
マ
ス
）
に
惑
わ
さ
れ
た
人
に
は
、
そ
れ
で
な
い
も
の
に
対
し
て
、
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
生
じ
る
。
識
別
知
が

な
い
か
ら
こ
そ
、
縄
と
間
違
え
て
蛇
を
蹴
り
上
げ
て
、
摑
ん
だ
者
に
大
き
な
災
い
が
降
り
か
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
友
よ
、
あ
な
た
は
聞
く
べ

き
で
あ
る
。
存
在
し
な
い
も
の
を
〔
存
在
す
る
と
〕
把
捉
す
る
者
に
は
束
縛
（
輪
廻
）
が
あ
る
と
。

　

一
四
一　

不
可
分
で
あ
り
、
常
住
で
あ
り
、
不
二
で
あ
り
、
覚
知
す
る
力
に
よ
っ
て
自
ら
輝
い
て
い
る
、
無
限
の
力
を
持
つ
ア
ー
ト
マ

ン
を
、
こ
の
暗
質
所
成
の
遮
蔽
力
（
ア
ー
ヴ
リ
ッ
テ
ィ
・
シ
ャ
ク
テ
ィ
）
が
完
全
に
覆
う
。
太
陽
の
円
輪
に
対
す
る
ラ
ー
フ
の
よ
う
に111
。

　

一
四
二　

最
上
に
無
垢
な
輝
き
を
持
つ
自
ら
の
ア
ー
ト
マ
ン
が
隠
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
人
は
ア
ー
ト
マ
ン
で
は
な
い
身
体
を
無
知
ゆ
え

に
「
私
で
あ
る
」
と
見
な
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
欲
望
や
怒
り
な
ど
の
、
束
縛
す
る
も
の
の
徳
（
グ
ナ111
）
に
よ
っ
て
、
投
影
と
呼
ば
れ
る
強
力
な

激
質
（
ラ
ジ
ャ
ス
）
の
力
は
絶
え
間
な
く
彼
を
苦
し
め
る
。

　

一
四
三　

大
き
な
無
知
と
い
う
鰐
に
吞
み
込
ま
れ
た
人
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
に
対
す
る
理
解
力
が
な
く
な
り
、
そ
の
徳
の
属
性111
に
従
っ
て
、

統
覚
（
デ
ィ
ー
）
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
態
を
自
分
で
演
じ
る
。〔
欲
望
の
〕
対
象
と
い
う
毒
に
満
ち
た
無
限
の
輪
廻
の
海
を
、
道
を
逸
脱
し
た

こ
の
愚
鈍
な
者
は
、
浮
き
沈
み
し
な
が
ら
漂
う
。

　

一
四
四　

太
陽
の
光
に
よ
っ
て
生
じ
た
雲
の
筋
が
、
太
陽
を
隠
し
て
現
れ
る
よ
う
に
、
ア
ー
ト
マ
ン
か
ら
生
じ
た
自
我
意
識
が
ア
ー
ト

マ
ン
の
本
質
を
隠
し
て
単
独
で
現
れ
る
。
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一
四
五　

太
陽
が
、
厚
い
雲
に
吞
み
込
ま
れ
た
曇
り
の
日
に
、
冷
た
く
唸
る
強
風
が
人
々
を
苦
し
め
る
よ
う
に
、
不
断
の
暗
質
（
タ
マ

ス
）
に
ア
ー
ト
マ
ン
が
覆
わ
れ
た
と
き
、
強
力
な
投
影
力
が
多
く
の
苦
に
よ
っ
て
、
愚
者
を
破
滅
さ
せ
る
。

　

一
四
六　

ま
さ
に
こ
の
二
つ
の
力
（
遮
蔽
力
と
投
影
力
）
に
よ
っ
て
、
人
間
は
束
縛
に
遭
遇
す
る
。
こ
の
二
つ
に
欺
か
れ
た
人
は
、
身
体

を
自
己
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
だ
と
考
え
て
漂
流
（
輪
廻
）
す
る
。

　

一
四
七　

暗
質
（
タ
マ
ス
）
は
、
輪
廻
の
木
の
種
子
で
あ
る
。
身
体
が
自
己
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
で
あ
る
と
い
う
誤
知
は
芽
で
あ
る
。
欲
望
は

葉
で
あ
り
、
行
為
は
水
で
あ
り
、
身
体
は
幹
で
あ
り
、
気
息
は
枝
で
あ
る
。
諸
感
官
は
小
枝
で
あ
り
、〔
欲
望
の
〕
対
象
は
花
で
あ
る
。
多

く
の
行
為
が
生
み
出
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
苦
は
果
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
は
そ
こ
で
〔
苦
と
い
う
果
実
を
〕
食
べ
る
鳥
で
あ
る111
。

　

一
四
八　

こ
の
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
も
の
（
身
体
）
に
よ
る
束
縛
は
、
無
知
が
根
本
原
因
で
あ
り
、
先
天
的
で
あ
り
、
無
始
無
終
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
生
死
病
老
な
ど
の
苦
の
連
続
を
、
彼
（
身
体
を
持
つ
人
）
に
も
た
ら
す
。

　

一
四
九　

弓
矢
に
よ
っ
て
も
、
小
刀
に
よ
っ
て
も
、
風
に
よ
っ
て
も
、
火
に
よ
っ
て
も
、
一
千
万
回
の
祭
式
行
為
に
よ
っ
て
も
、
識
別

知
と
い
う
強
力
な
刀
剣
な
し
で
は
、〔
束
縛
を
〕
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
刀
剣
は
、
創
造
神
の
恩
恵
に
よ
っ
て111
、
鋭
さ
と
美
し
さ

を
具
え
て
い
る
。

　

一
五
〇　

聖
典
を
認
識
手
段
と
し
て
一
意
専
心
す
る
人
に
は
、
自
己
の
義
務
の
完
成
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
人
の
内
官

は
浄
化
さ
れ
る111
。
浄
化
さ
れ
た
感
官
（
ブ
ッ
デ
ィ
）
を
持
つ
人
に
、
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
が
経
験
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
輪
廻
の
根
本
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原
因
（
無
知
）
の
滅
が
あ
る
。

〔
五
つ
の
蔵
〕

　

一
五
一　

ア
ー
ト
マ
ン
の
力
で
生
じ
た
食
物
所
成
な
ど
の
五
つ
の
蔵111
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た
ア
ー
ト
マ
ン
は
、
水
草
に
覆
わ
れ
た
池
の
水

の
よ
う
に
顕
現
し
な
い
。

　

一
五
二　

そ
の
水
草
が
取
り
除
か
れ
た
と
き
、
水
は
完
全
に
浄
化
さ
れ
、
喉
が
乾
い
て
い
る
人
々
の
苦
し
み
を
取
り
除
き
、
彼
ら
に
直

ち
に
最
高
の
安
楽
を
与
え
る
。

　

一
五
三　

そ
の
よ
う
に
五
つ
の
蔵
が
滅
し
た
と
き
に
、
そ
れ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
が
顕
現
す
る
。〔
そ
の
ア
ー
ト
マ
ン
は
〕
清
浄
で
あ
り
、
永

遠
の
歓
喜
と
い
う
一
味
を
持
ち
、
内
に
あ
り
、
最
高
の
も
の
で
あ
り
、
自
ら
輝
く111
。

　

一
五
四　

束
縛
か
ら
の
解
放
の
た
め
に
、
賢
者
は
ア
ー
ト
マ
ン
と
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
も
の
を
識
別
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て

の
み
、
自
分
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
が
存
在
・
知
・
歓
喜111
で
あ
る
と
知
っ
て
、
彼
は
歓
喜
そ
の
も
の
に
な
る
。

　

一
五
五　

ム
ン
ジ
ャ
草
な
ど
の
茎
の
〔
取
り
出
し
の
〕
よ
う
に111
、
知
覚
対
象
か
ら
、
内
在
し
て
お
り
無
執
着
で
無
作
の
ア
ー
ト
マ
ン
を

識
別
し
て
、
そ
こ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
で
す
べ
て
を
消
滅
さ
せ
て
、
そ
れ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
と
同
一
と
な
っ
た
者
、
彼
は
解
脱
者
で
あ
る
。



16

〔
食
物
所
成
の
蔵
〕

　

一
五
六　

私
の
こ
の
身
体
は
食
物
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
食
物
所
成
の
蔵
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
食
物
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
、
食

物
が
な
く
な
る
と
死
ぬ
。
こ
の
身
体
は
皮
膚
、
肉
、
血
、
骨
、
汚
物
の
堆
積
で
あ
り
、
永
遠
で
清
浄
な
自
立
し
て
い
る
も
の
（
ア
ー
ト
マ

ン
）
で
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
。

　

一
五
七　

そ
れ
（
身
体
）
は
、
生
前
も
死
後
も
存
在
し
な
い
。
生
じ
て
滅
す
る
も
の
で
あ
り
、
刹
那
の
性
質
が
あ
り
、
変
化
す
る
本
質
が

あ
り
、
唯
一
で
は
な
く
、
愚
鈍
で
あ
り
、
瓶
の
よ
う
に
知
覚
の
対
象
で
あ
る
。
ど
う
し
て
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
生
成
変
化
の
知
者
で
あ

る
私
自
身
の
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
五
八　

手
足
な
ど
を
持
つ
身
体
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
で
は
な
い
。
何
ら
か
の
肢
体
が
な
く
て
も
、
人
は
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
は
、
損
な
わ
れ
な
い
か
ら
。
被
支
配
者
（
身
体
）
が
、
支
配
者
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
を
支
配
す
る
こ
と
は
な
い111
。

　

一
五
九　

身
体
と
そ
の
属
性
、
そ
の
行
動
、
そ
の
状
態
な
ど
の
目
撃
者
で
あ
り
、
存
在
そ
の
も
の
で
あ
る
ア
ー
ト
マ
ン
が
、
そ
れ
（
身

体
）
と
異
な
る
の
は
自
明
で
あ
る
。

　

一
六
〇　

骨
に
形
成
さ
れ
、
肉
に
覆
わ
れ
、
汚
物
に
満
た
さ
れ
、
過
度
に
汚
れ
た
そ
れ
（
身
体
）
が
、
ど
う
し
て
、
知
者
で
あ
り
、
自
立

し
て
い
る
こ
れ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
で
あ
り
得
よ
う
か
。
そ
れ
（
身
体
）
は
ま
っ
た
く
〔
ア
ー
ト
マ
ン
と
〕
異
な
っ
て
い
る
。

　

一
六
一　

皮
膚
、
肉
、
脂
肪
、
汚
物
の
堆
積
し
た
も
の
（
身
体
）
に
対
し
て
、
私
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
愚
者
で
あ
る
。
識
別
知
を
具
え
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て
い
る
人
は
、
自
分
の
本
質
を
〔
身
体
と
〕
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
勝
義
（
最
高
の
真
理
）
の
存
在
で
あ
る
と
知
っ
て
い
る
。

　

一
六
二　

愚
者
は
「
私
は
身
体
で
あ
る
」
と
考
え
る
。
学
識
者
は
「
私
は
身
体
と
魂
（
ジ
ー
ヴ
ァ
）
で
あ
る
」
と
考
え
る
。
し
か
し
、
識

別
知
を
持
つ
偉
大
な
人
は
、
常
に
自
分
を
「
私
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
で
あ
る111
」
と
考
え
る
。

　

一
六
三　

愚
者
よ
、
自
分
を
皮
膚
、
肉
、
脂
肪
、
骨
、
汚
物
の
堆
積
し
た
こ
れ
（
身
体
）
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
捨
て
よ
。
あ
な
た
は
す

べ
て
で
あ
る
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
り
、
無
分
別
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
心
を
置
け
。
最
高
の
寂
静
（
解
脱
の
境
地
）
を
享
受
せ
よ
。

　

一
六
四　

身
体
や
感
官
な
ど
実
在
し
な
い
も
の
に
対
す
る
、
誤
っ
て
生
じ
た
〔
ア
ー
ト
マ
ン
と
の
〕
同
一
意
識
を
捨
て
な
い
限
り
、
ヴ

ェ
ー
ダ
聖
典
の
究
極
や
論
理
の
究
極
を
知
る
学
識
者
で
あ
っ
て
も
、
彼
に
は
解
脱
に
関
し
て
は
、
風
評
さ
え
な
い
。

　

一
六
五　

影
の
（
チ
ャ
ー
ヤ
ー
）
身
体
（
シ
ャ
リ
ー
ラ
）、
映
像
の
身
体
（
ガ
ー
ト
ラ
）、
夢
の
身
体
（
デ
ー
ハ
）、
心
の
な
か
で
想
像
す
る
身
体

（
ア
ン
ガ
）
に
対
し
て
、
あ
な
た
は
自
己
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
で
あ
る
と
決
し
て
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
生
き
て
い
る
（
ジ
ー
ヴ
ァ
）
身
体
（
シ
ャ

リ
ー
ラ
）
に
対
し
て
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
（
自
分
で
あ
る
と
）
考
え
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
六
六　

実
在
し
な
い
も
の
を
〔
実
在
す
る
と
〕
考
え
る
人
々
に
と
っ
て
、
身
体
を
自
己
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
こ
そ

が
、
出
生
な
ど
苦
の
生
起
の
種
子
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
な
た
は
努
力
し
て
、
そ
れ
（
身
体
が
自
分
と
い
う
考
え
）
を
捨
て
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
考
え
を
捨
て
た
と
き
、
再
生
を
望
む
こ
と
が
な
く
な
る
。
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〔
生
気
所
成
の
蔵
〕

　

一
六
七　

既
知
の
生
気
（
プ
ラ
ー
ナ
）
は
五
つ
の
行
為
器
官111
を
と
も
な
う
と
、
生
気
所
成
の
蔵
と
な
る111
。
そ
れ
（
生
気
）
に
よ
っ
て
、
食

物
所
成
の
人
間
は
満
た
さ
れ
て111
、
す
べ
て
の
行
為
を
な
す
。

　

一
六
八　

生
気
所
成
の
も
の
（
蔵
）
も
ま
た
、
ア
ー
ト
マ
ン
で
は
決
し
て
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
風
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
。
風
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
〔
身
体
の
〕
内
に
入
り
、
外
へ
出
る
か
ら
。
そ
れ
は
、
自
分
と
他
者
と
の
望
ま
し
い
も
の
（
解
脱
）
と
望
ま
し

く
な
い
も
の
（
輪
廻
）
を
、
常
に
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
か
ら
。
そ
れ
は
、
常
に
他
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
に
依
存
し
て
い
る
か
ら
。

〔
意
所
成
の
蔵
〕

　

一
六
九　

知
覚
器
官
と
意
（
マ
ナ
ス
）
と
が
、
意
所
成
の
蔵
と
な
る
。
そ
れ
は
「
私
の
も
の
」「
私
で
あ
る
」
と
い
う
〔
自
我
意
識
〕
の
、

そ
し
て
実
在
す
る
も
の
を
概
念
化
す
る
原
因
で
あ
る
。
名
称
な
ど
の
差
異
を
作
り
出
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
強
力
で
あ
る
。
そ
れ
に

先
行
す
る
蔵
（
生
気
所
成
）
を
満
し
て
現
れ
る
。

　

一
七
〇　

五
感
官111
と
い
う
五
人
の
祭
官
が
、
多
く
の
潜
勢
力
を
燃
料
と
す
る
〔
欲
望
の
〕
対
象
と
い
う
牛
酪
（
ギ
ー
）
を
火
に
注
ぐ
こ
と

に
よ
っ
て
、
燃
え
盛
る
意
所
成
の
火
が
世
界
を
現
象
さ
せ
る111
。

　

一
七
一　

心
（
マ
ナ
ス111
）
が
な
け
れ
ば
、
無
明
も
な
い
。
心
は
無
明
で
あ
り
、
現
生
の
束
縛
の
原
因
で
あ
る
。
そ
れ
が
滅
す
る
と
き
、
す

べ
て
が
滅
す
る
。
そ
れ
が
現
れ
る
と
き
、
す
べ
て
が
現
れ
る111
。
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一
七
二　

対
象
が
な
い
夢
の
な
か
で
は
、
心
の
み
が
享
受
者
な
ど
宇
宙
の
す
べ
て
の
も
の
（
対
象
）
を
自
力
で
作
り
出
す
。
覚
醒
時
も
同

様
で
あ
り
、
違
い
は
な
い
。
こ
の
（
現
象
世
界
と
し
て
の
宇
宙
の
）
す
べ
て
は
、
心
の
現
れ
で
あ
る111
。

　

一
七
三　

熟
睡
し
て
お
り
、
意
識
が
な
い
と
き
に
、
ま
っ
た
く
何
も
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
極
成
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

人
間
の
輪
廻
は
、
心
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
存
在
し
な
い
。

　

一
七
四　

雲
は
風
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
再
び
風
に
よ
っ
て
運
び
去
ら
れ
る
。
束
縛
（
輪
廻
）
は
心
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
、
解
脱
も
心

に
よ
っ
て
の
み
作
り
出
さ
れ
る
。

　

一
七
五　

心
は
、
身
体
や
す
べ
て
の
対
象
に
対
す
る
欲
望
を
作
り
出
す
。
縄
で
動
物
を
縛
る
よ
う
に
、
心
は
執
着
に
よ
っ
て
人
間
を
束

縛
す
る
。
そ
の
後
で
、
そ
の
同
じ
心
は
毒
の
よ
う
な
対
象
を
適
切
に
離
し
て
、
彼
を
束
縛
か
ら
解
放
さ
せ
る
。

　

一
七
六　

そ
れ
ゆ
え
、
心
は
こ
の
人
間
の
束
縛
（
輪
廻
）
と
解
脱
の
原
因
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
激
質
（
ラ
ジ
ャ
ス
）
と
い
う
徳
（
グ
ナ
）
で

汚
れ
た
心
は
束
縛
の
原
因
と
な
り
、
激
質
と
暗
質
（
タ
マ
ス
）
が
な
く
な
っ
て
浄
化
さ
れ
た
心
は
解
脱
の
原
因
と
な
る
。

　

一
七
七　

識
別
と
離
欲
と
い
う
〔
解
脱
を
求
め
る
賢
者
の
〕
属
性
が
優
勢
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄
化
さ
れ
た
心111
は
解
脱
に
役
立
つ
。

そ
れ
ゆ
え
、
解
脱
を
求
め
る
賢
者
は
、
最
初
に
こ
の
二
つ
を
堅
固
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

一
七
八　
〔
欲
望
の
〕
対
象
と
い
う
森
の
な
か
に
は
、
心
と
い
う
名
の
大
き
な
虎
が
歩
き
回
っ
て
い
る
。
解
脱
を
求
め
る
善
人
た
ち
は
、



20

決
し
て
そ
こ
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
七
九　

心
は
常
に
享
受
者
に
、〔
次
の
も
の
を
〕
生
み
出
す
。
粗
大
な
対
象
と
微
細
な
対
象
と
を
残
り
な
く
。
身
体
の
違
い
と
種
姓

（
ヴ
ァ
ル
ナ
）
の
違
い
と
住
期
の
違
い
と
生
ま
れ
（
ジ
ャ
ー
テ
ィ
）
の
違
い
と
を
。
属
性111
の
結
果
と
行
為
の
結
果
と
原
因
の
結
果
と
を
。

　

一
八
〇　

心
は
、
無
執
着
な
知
を
本
質
と
す
る
彼
（
個
我
）
を
混
乱
さ
せ
る
。
彼
は
身
体
、
感
官
、
生
気
と
い
う
縄
で
縛
ら
れ
て
い
る
。

彼
自
身
が
作
っ
た
結
果
を
彼
が
享
受
す
る
と
き
、
心
は
「
私
で
あ
る
」「
私
の
も
の
」
と
い
う
誤
見
に
よ
っ
て
、
絶
え
ず
彼
を
徘
徊
（
輪

廻
）
さ
せ
る111
。

　

一
八
一　

付
託
（
ア
デ
ィ
ア
ー
サ111
）
に
よ
る
過
失
の
ゆ
え
に
、
人
間
は
輪
廻
す
る
。
付
託
に
よ
る
束
縛
（
輪
廻
）
は
、
そ
れ
（
心
）
に
よ
っ

て
の
み
分
別
さ
れ
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る111
。
激
質
や
暗
質
と
い
う
過
失
を
持
つ
人
に
と
っ
て
、
識
別
力
の
な
い
人
に
と
っ
て
、
そ
れ

（
心
）
は
出
生
な
ど
苦
し
み
の
原
因
で
あ
る
。

　

一
八
二　

そ
れ
ゆ
え
、
真
理
を
知
る
賢
者
た
ち
は
心
を
無
知
と
呼
ぶ
。
風
に
よ
っ
て
の
み
雲
の
塊
が
動
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
（
心
）

に
よ
っ
て
の
み111
宇
宙
は
動
か
さ
れ
る
。

　

一
八
三　

そ
れ
ゆ
え
、
解
脱
を
求
め
る
人
は
、
努
力
し
て
心
を
浄
化
す
べ
き
で
あ
る111
。
こ
れ
（
心
）
が
浄
化
さ
れ
た
な
ら
、
果
実
を
手

に
取
る
よ
う
に
、
解
脱
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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一
八
四　

解
脱
に
一
意
専
心
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象
に
対
す
る
執
着
を
根
こ
そ
ぎ
に
し
て
、
す
べ
て
の
行
為
を
捨
て
、
真
実
の
存

在
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
）
へ
の
信
仰
を
持
ち
、
そ
し
て
〔
師
か
ら
の
〕
聴
聞
な
ど
が
確
立
し
て
い
る
人
は
、
統
覚
の
本
質
で
あ
る
激
質
を
追
い
払

う
。

　

一
八
五　

意
所
成
の
も
の
（
蔵
）
も
ま
た
、
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
で
は
あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
始
め
と
終
わ
り
が
あ
る
か
ら
。
変

化
す
る
か
ら
。
苦
し
み
を
本
質
と
し
て
い
る
か
ら
。〔
欲
望
の
〕
対
象
の
原
因
で
あ
る
か
ら
。
見
る
者
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
と
見
ら
れ
る
対
象111

と
の
同
一
性
は
決
し
て
経
験
さ
れ
な
い
か
ら
。

〔
知
識
所
成
の
蔵
〕

　

一
八
六　

統
覚
は
、
感
覚
器
官
を
と
も
な
っ
て
変
化
し
て
、
行
為
者
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
、
知
識
所
成
の
蔵
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

は
、
人
間
の
輪
廻
の
原
因
で
あ
る
。

　

一
八
七　

知
識
と
い
う
名
の
も
の
（
知
識
所
成
の
蔵
）
は
、
心
の
影
像
力
を
と
も
な
っ
て
お
り111
、
物
質
原
理
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
知
識
と
行
為
を
持
ち
、
身
体
や
感
官
な
ど
を
常
に
「
私
で
あ
る
」
と
躊
躇
な
く
誤
見
す
る
。

　

一
八
八　

そ
れ
（
知
識
所
成
の
蔵
）
は
、
時
間
の
始
ま
り
を
持
た
ず
、「
私
で
あ
る
」〔
と
い
う
自
我
意
識
〕
を
本
質
と
す
る
個
我
（
ジ
ー
ヴ

ァ111
）
で
あ
り
、
す
べ
て
の
日
常
生
活
（
言
語
活
動
）
を
行
う
。
ま
た
そ
れ
は
、
前
生
の
潜
勢
力
を
持
っ
て
お
り
、
善
悪
の
行
為
を
な
し
、
そ

の
結
果
を
享
受
す
る
。
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一
八
九　

そ
れ
（
個
我
）
は
、
様
々
な
母
胎
に
入
り
（
身
体
を
得
て
）、
上
下
に
行
き
来
す
る
（
生
ま
れ
て
は
死
ぬ
）。
知
識
所
成
の
も
の
（
蔵
）

が
そ
れ
（
個
我
）
で
あ
り
、
覚
醒
状
態
や
睡
眠
状
態
に
あ
っ
た
り
、
苦
楽
を
享
受
す
る111
。

　

一
九
〇　

知
識
〔
所
成
〕
の
蔵
は
、
身
体
な
ど
に
基
づ
く
住
期
（
ア
ー
シ
ュ
ラ
マ
）
の
宗
教
的
義
務
や
祭
式
行
為
の
属
性
を
常
に
「
私
の

も
の
」
と
誤
認
す
る
。
こ
れ
は
、
と
て
も
明
る
い
。
最
高
我
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
か
ら
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
（
知
識
所
成
の
蔵
）
は
そ
れ
（
最

高
我
）
を
限
定
す
る
属
性
で
あ
る
。〔
知
識
所
成
の
蔵
と
最
高
我
と
を
〕
同
一
視
す
る
者
は
、
誤
見
の
ゆ
え
に
輪
廻
す
る
。

　

一
九
一　

こ
の
ア
ー
ト
マ
ン
は
、
知
識
か
ら
な
り
、
諸
感
官
の
近
く
の
心
臓
の
な
か
で
自
ら
輝
い
て
い
る111
。
そ
れ
は
変
化
し
な
い
も
の

で
あ
る
が
、
属
性
（
知
識
所
成
の
蔵
）
に
限
定
さ
れ
る
と
、
行
為
者
や
享
受
者
に
な
る
。

　

一
九
二　
〔
ア
ー
ト
マ
ン
〕
自
身
が
統
覚
（
ブ
ッ
デ
ィ
）
の
制
限
を
受
け
て
、〔
自
身
を
統
覚
と
〕
同
一
視
す
る
過
失
の
ゆ
え
に
、
自
分
を

虚
妄
な
も
の
（
統
覚
）
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
、
す
べ
て
を
本
質
と
し
て
持
つ
存
在
（
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
）
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
分
を

自
身
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
以
外
の
も
の
と
考
え
る
。
土
か
ら
で
き
た
瓶
の
よ
う
に111
。

　

一
九
三　

最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
は
、
常
に
変
化
せ
ず
、
本
質
的
に
最
高
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
限
定
的
属
性111
と
結
び
つ
く
と
、
そ

の
効
果
と
し
て
属
性
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
属
性
と
し
て
〔
誤
っ
て
〕
見
え
る
。
変
化
し
な
い
火
が
、
鉄
が
変
化
し
た
も
の
（
熱
鉄
球
）
と
し

て
見
え
る
よ
う
に
。

　

弟
子
は
言
う
。
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一
九
四　

迷
妄
に
よ
っ
て
で
あ
っ
て
も
、
他
の
何
か
に
よ
っ
て
で
あ
っ
て
も
、
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
が
個
我111
の
状
態
〔
と
見
な
さ
れ
る

よ
う
〕
に
な
る
の
は
、
そ
の
属
性
（
知
識
所
成
の
蔵
）
が
無
始
以
来
〔
ア
ー
ト
マ
ン
を
〕
限
定
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
無
始
で
あ
る
か
ら
、
無

終
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

一
九
五　

そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
の
個
我
の
状
態
も
ま
た
終
わ
り
ま
せ
ん
。
輪
廻
は
永
遠
に
続
き
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
、
そ

の
（
個
我
の
輪
廻
か
ら
の
）
解
脱
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
敬
愛
す
る
師
よ
、
私
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

師
は
言
う
。

　

一
九
六　

あ
な
た
は
正
し
い
質
問
を
し
た
。
賢
者
よ
、
よ
く
聞
き
な
さ
い
。
迷
妄
に
よ
っ
て
虚
妄
分
別
さ
れ
た
誤
知
は
、
正
し
い
認
識

手
段
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
は
ず
の
結
果
で
は
あ
り
え
な
い
。

　

一
九
七　

迷
妄
が
な
け
れ
ば
、
執
着
せ
ず
、
行
為
せ
ず
、
形
の
な
い
も
の
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
、
物
質
と
結
合
し
な
い
。
空
が
青
さ
な
ど

と
結
合
し
な
い
よ
う
に
。

　

一
九
八　

ア
ー
ト
マ
ン
は
、
見
る
者
で
あ
り
、
属
性
を
持
た
ず
、
行
為
せ
ず
、〔
心
臓
の
〕
内
部
で111
、
覚
知
と
歓
喜
と
い
う
本
質
を
持
っ

て
い
る
の
だ
が
、
統
覚
の
迷
妄
に
よ
っ
て
個
我
（
ジ
ー
ヴ
ァ
）
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
（
迷
妄
と
い
う
属
性
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
る
）。
そ
れ

は
真
実
の
状
態
で
は
な
く
、
無
知
（
モ
ー
ハ
）
が
な
く
な
る
と
そ
れ
も
な
く
な
る
。
本
質
的
に
は
実
在
し
な
い
か
ら
。

　

一
九
九　

迷
妄
（
ブ
ラ
ー
ン
テ
ィ
）
が
あ
る
限
り
、
そ
れ
（
個
我
の
状
態
）
は
存
在
す
る
。
誤
知
を
増
大
さ
せ
る
の
は
、
迷
妄
（
プ
ラ
マ
ー
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ダ111
）
で
あ
る
か
ら
。
縄
に
対
し
て
蛇
〔
の
誤
知
〕
が
あ
る
の
は
、
迷
妄
が
あ
る
と
き
だ
け
で
あ
る
。
迷
妄
が
な
く
な
れ
ば
、
蛇
も
ま
た
そ

の
よ
う
に
必
ず
な
く
な
る
。

　

二
〇
〇　

無
明
と
そ
の
結
果
（
現
象
世
界
）
は
、
無
始
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
明
知
（
ヴ
ィ
ド
ヤ
ー
）
が
生
じ
る
と
無
明
の
結

果
は
、
無
始
で
あ
っ
て
も
、

　

二
〇
一　

眠
り
か
ら
目
覚
め
た
と
き
の
夢
の
よ
う
に
、
す
べ
て
根
こ
そ
ぎ
滅
す
る
。
そ
れ
（
無
明
の
結
果
で
あ
る
こ
の
現
象
世
界
）
は
無
始

で
あ
っ
て
も
、
永
遠
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
過
去
の
非
存
在
の
よ
う
に111
。

　

二
〇
二　

過
去
の
非
存
在
は
、
無
始
で
あ
っ
て
も
有
終
で
あ
る
と
観
察
さ
れ
て
い
る
。〔
ア
ー
ト
マ
ン
は
〕
統
覚
と
い
う
属
性
に
限
定

さ
れ
る
と
、
ア
ー
ト
マ
ン
に
対
し
て
個
我
の
状
態
が
虚
妄
分
別
さ
れ
る
。

　

二
〇
三　
〔
ア
ー
ト
マ
ン
は
〕
個
我
の
状
態
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
〔
個
我
と
〕
別
の
も
の
で
あ
り
、
本
質
的
に
そ
れ
（
個
我
の
状

態
）
と
異
な
っ
て
い
る
。
自
ら
の
ア
ー
ト
マ
ン
と
統
覚
は
、
誤
知
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

二
〇
四　

そ
れ
（
誤
知
）
の
滅
は
、
正
し
い
知
識
に
よ
っ
て
あ
る
だ
ろ
う
。
別
の
手
段
は
な
い
。
正
し
い
知
識
と
は
、
天
啓
聖
典
に
よ
れ

ば
、
梵
我
一
如
の
識
別
知
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
〇
五　

こ
れ
（
識
別
知
）
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
と
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
も
の
と
の
正
し
い
識
別
に
よ
っ
て
の
み
成
立
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
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内
な
る
ア
ー
ト
マ
ン
と
非
実
在
の
ア
ー
ト
マ
ン
（
自
我
）
と
の
識
別
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る111
。

　

二
〇
六　

泥
水
の
泥
を
完
全
に
取
り
除
け
ば
、
水
は
清
ら
か
に
な
る
。
そ
の
よ
う
に
、
煩
悩
が
な
く
な
れ
ば
、
清
ら
か
な
光
で
あ
る
ア

ー
ト
マ
ン
は
輝
く
。

　

二
〇
七　

非
実
在
の
も
の
（
自
我
）
が
滅
し
た
と
き
、
実
在
（
最
高
）
の
ア
ー
ト
マ
ン
が
現
れ
、
そ
れ
が
こ
の
内
な
る
も
の
（
個
我
）
で
あ

る
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
実
在
の
ア
ー
ト
マ
ン
か
ら
、
自
我
な
ど
の
（
付
託
さ
れ
た
非
実
在
の
）
も
の
を
完
全
に
必
ず
取
り
除

く
べ
き
で
あ
る
。

　

二
〇
八　

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
知
識
所
成
と
い
う
称
号
を
持
つ
も
の
（
蔵
）
は
、
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
で
は
あ
り
え
な
い
。
変
化
す
る
か

ら
。
愚
鈍
で
あ
る
（
知
者
で
は
な
い
）
か
ら
。
制
限
さ
れ
て
い
る
か
ら
。
見
ら
れ
る
対
象
で
あ
る
か
ら
。
逸
脱
し
て
い
る
（
常
に
働
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
）
か
ら
。
無
常
な
も
の
は
、
常
住
な
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
。

〔
歓
喜
所
成
の
蔵
〕

　

二
〇
九　

歓
喜
所
成
の
も
の
（
蔵
）
は
、
暗
質111
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
〔
永
遠
の
〕
歓
喜
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
の
影
像
と
し
て

映
し
出
さ
れ
た
姿
で
現
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
好
ま
し
い
な
ど
の
属
性
を
持
つ111
。
そ
れ
は
自
分
が
望
む
対
象
を
得
る
と
き
に
生
じ
る
。
善

業
の
結
果
が
経
験
さ
れ
る
と
き
、
目
的
達
成
者111
の
歓
喜
が
自
ず
と
輝
く
。
そ
の
と
き
、
身
体
を
持
つ
持
つ
人
間
で
あ
れ
ば
誰
で
も
、
努
力

な
し
で
歓
喜
が
大
い
に
生
じ
る
。
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二
一
〇　

歓
喜
所
成
の
蔵
は
、
熟
睡
中
に
最
大
限
に
現
れ
る
。
夢
を
見
て
い
る
と
き
と
覚
醒
時
に
お
い
て
は
、
望
む
も
の
な
ど
を
見
る

と
き
に
少
し
だ
け
現
れ
る
。

　

二
一
一　

こ
の
歓
喜
所
成
の
も
の
は
、
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
で
は
決
し
て
な
い
。
属
性
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
。
物
質
原
理
の
変
化

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら111
。
善
く
な
さ
れ
た
行
為
の
結
果
で
あ
る
か
ら
。
変
化
し
た
〔
他
の
〕
集
合
（
蔵
）
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら111
。

〔
続
く
〕

註79 

山
本
和
彦
『
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
マ
ニ
（
一—

七
二
）—

不
二
一
元
と
い
う
生
き
方—

』（『
佛
敎
學
セ
ミ
ナ
ー
』
第
一
一
五
号
、
二
〇
二
二
）

の
続
編
。
註
番
号
も
前
編
か
ら
続
く
。

80 
ŚU

 5.12: sthūlāni sūkṣm
āṇi bahūni caiva rūpāṇi dehī svagunair vṛṇoti |

「
身
体
を
有
す
る
者
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
、
各
自
の
徳
に
よ
っ
て
、
粗
大
な
、

も
し
く
は
微
細
な
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
選
ぶ
」
参
照
。

81 

「
五
唯
」
は
声
唯
（śabdatanm
ātra

）、
触
唯
（sparśatanm

ātra

）、
色
唯
（rūpatanm

ātra

）、
味
唯
（rasatanm

ātra

）、
香
唯
（gandhatanm

ātra

）
と
い
う

五
つ
の
微
細
な
要
素
。

82 

鹿
は
音
、
象
は
接
触
、
蛾
は
色
、
魚
は
味
、
黒
蜂
は
香
り
が
感
官
の
対
象
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
と
結
び
つ
い
て
、
五
元
素
（
虚
空
風

火
水
地
）
へ
と
分
解
す
る
。
つ
ま
り
死
ぬ
。G

rim
es 2004: 96

参
照
。

83 

ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
（Vaiśeṣika

）
学
派
と
ニ
ヤ
ー
ヤ
（N

yāya

）
学
派
、
サ
ー
ン
キ
ャ
（Sāṃ

khya

）
学
派
と
ヨ
ー
ガ
（Yoga

）
学
派
、
ミ
ー
マ
ー
ン
サ

ー
（M

īm
āṃ

sā

）
学
派
と
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
（Vedānta

）
学
派
と
は
そ
れ
ぞ
れ
姉
妹
学
派
で
あ
り
、
以
上
の
六
つ
の
古
代
イ
ン
ド
の
宗
教
哲
学
の
学
派
。
中

村
元
『
イ
ン
ド
思
想
史
第
２
版
』（
岩
波
全
書
、
一
九
六
八
）
一
三
八
参
照
。

84 

「
満
足
、
慈
悲
、
忍
耐
、
正
直
、
寂
静
、
自
制
」
は
解
脱
の
原
因
。V

C
 71

参
照
。

85 

「
他
の
も
の
」（parārtha

）
を
、M

adhavananda 1921

は
「
他
者
の
た
め
の
も
の
」、
動
物
が
食
べ
る
た
め
の
死
体
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
「
他
」
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はV
C

 139, 142

に
従
え
ば
、
身
体
と
い
う
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
自
他
は
、
自
が
ア
ー
ト
マ
ン
、
他
が
身
体
の
こ
と
で
あ
る
。「
も

の
」（artha

）
はV

C
 74

で
言
わ
れ
た
「
髄
、
骨
」
な
ど
で
あ
る
。

86 
「
自
分
を
殺
し
て
い
る
」。V

C
 4

「
自
殺
者
」、「
自
分
を
殺
し
て
い
る
」
参
照
。

87 
無
知
ゆ
え
に
身
体
な
ど
に
人
は
執
着
す
る
。
執
着
す
る
人
は
自
分
を
殺
し
て
い
る
。V

C
 4, 85

参
照
。

88 
V

C
 88cd: yaṃ

 jitvā m
unayo yānti tad viṣṇoḥ param

aṃ
 padam

 || 

＝ K
aṭhU

 3.9cd: so ’dhvanaḥ pāram
 āpnoti tad viṣṇoḥ param

aṃ
 padam

 ||

「
彼

は
人
生
の
彼
岸
で
あ
る
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
の
あ
の
最
高
の
境
地
に
到
達
す
る
」。

89 

地
水
火
風
虚
空
と
い
う
五
つ
の
微
細
な
元
素
が
分
割
、
混
合
（pañcīkaraṇa

）
さ
れ
、
五
つ
の
粗
大
な
元
素
で
あ
る
地
水
火
風
虚
空
が
作
ら
れ
る
。V

C
 

75, 76

参
照
。
そ
れ
ぞ
れ
の
粗
大
な
元
素
は
地
水
火
風
虚
空
よ
り
な
る
が
、
元
素
の
要
素
の
強
い
も
の
の
呼
称
と
な
る
。
地
が
強
い
と
地
と
呼
ば
れ
、
水
が

強
い
と
水
と
呼
ば
れ
る
。
中
村
一
九
九
六
：
二
五
一—

二
五
三
参
照
。

90 

「
個
我
」（jīva

）
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
に
よ
れ
ば
行
為
の
結
果
で
あ
る
業
に
よ
り
輪
廻
す
る
主
体
。
中
村
一
九
八
九
ａ
：
三
五
九
、
四
六
三
以
降
参
照
。

91 
dhī

（
統
覚
）
とbuddhi

（
統
覚
）
は
同
義
。
中
村
一
九
九
六
：
三
三
四
参
照
。

92 
V

Sā 66: m
ano nām

a saṃ
kalpavikalpātm

ikāntaḥkaraṇavṛttiḥ |

「
思
考
機
能
と
は
、
意
志
と
分
別
を
本
質
と
す
る
内
官
の
作
用
で
あ
る
」。
こ
こ
で
の
マ

ナ
ス
（m

anas

）
の
訳
語
に
つ
い
て
は
、
中
村
一
九
九
六
：
二
四
三
に
従
っ
た
。
な
お
、
マ
ナ
ス
の
訳
語
と
し
て
「
意
」
は
器
官
、「
思
考
機
能
」
は
作
用
、

「
心
」
は
場
所
、
も
し
く
は
総
体
を
意
味
内
容
と
し
て
い
る
が
、V

C
 171‒185

の
マ
ナ
ス
を
テ
ー
マ
と
す
る
箇
所
と
そ
れ
以
外
の
箇
所
で
も
煩
雑
さ
を
避
け

る
た
め
主
に
「
心
」
と
訳
し
た
。

93 
V

Sā 65: buddhir nām
a niścayātm

ikāntaḥkaraṇavṛttiḥ |
「
統
覚
と
は
、
決
定
を
本
質
と
す
る
内
官
の
作
用
で
あ
る
」。
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
、
マ
ナ
ス
（
意
）

と
ブ
ッ
デ
ィ
（
統
覚
）
を
同
義
と
見
な
す
。
前
田
一
九
八
八
：
二
六
五
参
照
。
統
覚
、
思
考
機
能
（
意
）、
心
、
自
我
意
識
と
い
う
四
種
類
の
内
官
の
作
用
に

つ
い
て
は
、
中
村
一
九
九
六
：
三
一
〇—

三
一
一
参
照
。

94 
V

C
 105

「『
私
が
〔
見
て
い
る
〕』
と
い
う
誤
見
」、V

C
 106

「「
私
が
行
為
者
で
あ
る
」「
私
が
享
受
者
で
あ
る
」
と
い
う
誤
見
」
参
照
。

95 

「
生
気
」（prāṇa

）
は
生
命
を
維
持
し
活
動
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
中
村
一
九
八
九
ａ
：
五
二
八—

五
三
二
参
照
。

96 

「
媒
気
」（vyāna

）
は
身
体
全
体
に
行
き
渡
っ
て
い
る
気
。

97 

「
上
気
」（udāna

）
は
身
体
か
ら
ア
ー
ト
マ
ン
を
上
に
出
す
気
。

98 

「
等
気
」（sam

āna

）
は
食
物
を
消
化
す
る
気
。
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99 
V

C
 94

「
発
声
器
（
口
）、
手
、
足
、
排
泄
器
、
生
殖
器
」
参
照
。

100 
V

C
 94

「
耳
、
皮
膚
、
眼
、
鼻
、
舌
」
参
照
。

101 
V

C
 97

「
呼
気
、
吸
気
、
媒
気
、
上
気
、
等
気
」
参
照
。

102 

「
虚
空
」。
原
語
はabhra

（
ア
ブ
ラ
、
虚
空
）。
こ
こ
で
の
「
虚
空
」（abhra

）
はV

C
 75

の
虚
空
（nabhas

）
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

103 
V

C
 75

「
虚
空
（
ナ
バ
ス
）、
風
（
ナ
バ
ス
ヴ
ァ
ッ
ト
）、
火
（
ダ
ハ
ナ
）、
水
（
ア
ン
ブ
）、
地
（
ブ
ー
ミ
）
は
微
細
な
元
素
で
あ
る
」
参
照
。

104 
V

C
 95

参
照
。

105 

「
限
定
的
属
性
」（upādhi

）
に
つ
い
て
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。U

S 1.17.16: kalpyopādhibhir evaitad bhinnaṃ
 jñānam

 anekadhā | 

ādhibhedād yathā bhedo m
aṇer ekasya jāyate ||

「
ま
さ
に
分
別
さ
れ
た
限
定
的
属
性
に
よ
っ
て
、
こ
の
知
識
は
多
様
に
区
別
さ
れ
る
。
限
定
的
属
性
の
相

違
に
よ
っ
て
、
宝
石
は
一
つ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
違
が
生
じ
る
よ
う
に
」。
ア
ー
ト
マ
ン
は
唯
一
で
あ
る
が
、
限
定
的
属
性
の
た
め
に
多
様
に
見
え

る
。
一
つ
の
宝
石
が
、
あ
る
色
の
近
く
に
あ
る
と
そ
の
色
と
い
う
属
性
に
限
定
さ
れ
て
、
そ
の
色
に
見
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
前
田
一
九
八
〇
：
一
八

九
参
照
。U

S 1.15.29: sopādhiś caivam
 ātm

okto nirupākhyo ’nupādhikaḥ | niṣkalo nirguṇaḥ śuddhas taṃ
 m

ano vāk ca nāpnutaḥ ||

「
こ
の
よ
う
に
表

現
さ
れ
た
ア
ー
ト
マ
ン
は
、
限
定
的
属
性
を
持
つ
。
限
定
的
属
性
を
持
た
な
い
も
の
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
、
表
現
で
き
ず
、
部
分
を
持
た
ず
、
属
性
を
持
た

ず
、
清
浄
で
あ
る
。
意
も
言
葉
も
そ
れ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
に
達
す
る
こ
と
は
な
い
」。
前
田
一
九
八
〇
：
一
九
一
参
照
。

106 

夢
の
な
か
の
ア
ー
ト
マ
ン
は
外
的
な
も
の
で
は
な
く
潜
勢
力
を
対
象
と
す
る
。
身
体
な
ど
の
属
性
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
輝
い
て
い
る
。
前
田
一
九

八
〇
：
一
八
八—

一
九
二
参
照
。

107 

「
自
ら
輝
い
て
い
る
」。V

C
 100, 153, 191, 213, 240, 381, 508, 536: svayaṃ

jyotiḥ | 

＝ N
PU

 8.23, 9.23: svayaṃ
jyotiḥ ... | 

シ
ャ
ン
カ
ラ
の
「
自
ら

輝
く
も
の
」（svayaṃ
jyotis

）
に
つ
い
て
は
前
田
一
九
八
〇
：
一
六
五
参
照
。

108 
V

C
 96

「「
私
で
あ
る
」
と
誤
見
す
る
か
ら
」、V

C
 106

参
照
。

109 

「『
私
が
…
』
と
誤
見
す
る
」。V

C
 96, 105

参
照
。

110 

「
徳
」（guṇa

）
は
純
質
（sattva

）、
激
質
（rajas

）、
暗
質
（tam

as

）
と
い
う
三
徳
（triguṇa

）
の
こ
と
。B

hG
 14.5: sattvaṃ

 rajas tam
a iti guṇāḥ 

prakṛtisam
bhavāḥ | nibandhanti m

ahābāho d ehe dehinam
 avyayam

 ||

「
純
質
、
激
質
、
暗
質
と
い
う
徳
は
、
物
質
原
理
か
ら
生
じ
る
。
マ
ハ
ー
バ
ー
フ

（
ア
ル
ジ
ュ
ナ
）
よ
、〔
徳
は
〕
身
体
の
な
か
で
不
滅
の
身
体
の
所
有
者
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
を
束
縛
す
る
」。
以
下
、『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
第
一
四

章
の
最
後
ま
で
三
徳
に
つ
い
て
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
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111 
B
Ā

U
 2.4.5 

＝ 4.5.6: na vā are patyuḥ kām
āya patiḥ priyo bhavaty ātm

anas tu kām
āya patiḥ priyo bhavati |

「
あ
あ
、
夫
を
愛
す
か
ら
夫
が
愛
し
い

の
で
は
な
く
、
自
己
を
愛
す
か
ら
夫
が
愛
し
い
の
で
あ
る
」
な
ど
参
照
。
ブ
ッ
ダ
も
同
様
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。SN

 1.1.2.3: natthi attasam
aṃ

 pem
aṃ

 

||
「
自
己
ほ
ど
愛
し
い
も
の
は
な
い
」。
中
村
元
一
九
八
六
：
二
四
、
二
三
六
参
照
。

112 

「
非
顕
現
」（avyakta

）。B
hG

 2.28: avyaktādīni bhūtām
 vyaktam

adhyāni bhārata | avyaktanidhanāny eva tatra kā paridevanā ||

「
バ
ー
ラ
タ
よ
、
万

物
は
、
始
ま
り
に
は
顕
現
し
て
お
ら
ず
、
中
間
に
顕
現
し
、
実
に
終
わ
り
に
も
顕
現
し
な
い
。
そ
の
と
き
何
の
悲
嘆
が
あ
ろ
う
か
」。
上
村
一
九
九
二
：
一
四

七
、
一
八
一
参
照
。

113 

「
三
徳
」（triguṇa
）。V

C
 106

註
参
照
。

114 
M

adhavananda 1921
は
「
他
の
も
の
」（parā

）
を
「
優
れ
た
も
の
」
と
解
釈
す
る
。

115 
V

C
 113b: yataḥ pravṛttiḥ prasṛtā purāṇī | 

＝ B
hG

 15.4d: yataḥ pravṛttiḥ prasṛtā purāṇī ||

「
そ
こ
（
プ
ル
シ
ャ
）
か
ら
、
太
古
の
活
動
が
流
出
し
た
」。

116 

マ
ナ
ス
（m

anas

）
を
「
心
」
と
和
訳
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
・
感
興
の
こ
と
ば
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
八
）

七
一
参
照
。

117 

「
一
瞥
す
る
だ
け
で
理
解
す
る
人
」（dṛgvyālīḍhas

）
を
直
訳
す
る
と
「
目
で
舐
め
る
人
」。

118 
B

hG
 4.40ab: ajñaś cāśraddadhānaś ca saṃ

śayātm
ā vinaśyati |

「
無
知
な
者
、
不
信
心
な
者
、
疑
う
者
は
滅
び
る
」
参
照
。

119 
Y

S 2.32: śaucasaṃ
toṣatapaḥsvādhyāyeśvarapraṇidhānāni niyam

āḥ ||

「
勧
戒
は
清
浄
、
知
足
、
苦
行
、
読
誦
、
自
在
神
へ
の
祈
念
で
あ
る
」。

120 
Y

S 2.30: ahiṃ
sāsatyāsteyabrahm

acaryāparigrahā yam
āḥ ||

「
禁
戒
は
非
暴
力
、
正
直
、
不
盗
、
梵
行
、
不
所
有
で
あ
る
」。

121 
Y

S 2.29: yam
aniyam

āsanaprāṇāyām
apratyāhāradhāraṇādhyānasam

ādhayo ’ṣṭāv aṅgāni ||

「〔
ヨ
ー
ガ
の
〕
八
階
梯
は
禁
戒
、
勧
戒
、
座
法
、
調
気
、

制
感
、
凝
念
、
禅
定
、
三
昧
で
あ
る
」。

122 
B

hG
 13.7: am

ānitvam
 adam

bhitam
 ahiṃ

sā kṣāntir ārjavam
 | ācāryopāsanaṃ

 śaucaṃ
 sthairyam

 ātm
avinigrahaḥ ||

「
慢
心
の
な
い
こ
と
、
偽
善
の

な
い
こ
と
、
不
殺
生
、
忍
耐
、
正
直
、
師
に
対
す
る
尊
敬
、
清
浄
、
固
い
決
心
、
自
己
抑
制
」
参
照
。
こ
れ
ら
は
「
土
地
を
知
る
者
」（kṣetrajña

）
の
特
徴

で
あ
る
。
上
村
一
九
九
二
：
二
〇
一
参
照
。

123 
V

C
 110

参
照
。

124 
V

C
 128

参
照
。

125 

「
大
（
マ
ハ
ッ
ト
）」（m

ahat

）
は
宇
宙
的
な
知
の
働
き
で
あ
り
、
ブ
ッ
デ
ィ
（buddhi

）
は
個
人
的
な
知
の
働
き
。
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126 

「
独
存
状
態
」（kaivalya

）
と
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
に
よ
れ
ば
、
解
脱
の
境
地
の
こ
と
。
中
村
一
九
八
九
ａ
：
七
七
五
参
照
。

127 
U

S 2.2.53: prasiddha eva tarhy ātm
āhaṃ

pratyayaviṣayatayā dehaś cāyam
 iti |

「
こ
の
場
合
ア
ー
ト
マ
ン
は
、『
私
』
と
い
う
観
念
の
対
象
と
し
て
極

成
で
あ
る
。
そ
し
て
身
体
も
ま
た
『
こ
れ
』
と
し
て
そ
う
で
あ
る
」
参
照
。
前
田
一
九
八
〇
：
二
一
七
参
照
。

128 

「
三
つ
の
状
態
」。
覚
醒
（jāgrat

）、
夢
（svapna

）、
熟
睡
（suṣupti

）
の
三
つ
。

129 

「
五
つ
の
蔵
」。
食
物
（anna

）、
生
気
（prāṇa

）、
意
（m

anas

）、
知
識
（vijñāna

）、
歓
喜
（ānanda

）
の
五
つ
。

130 
B
Ā

U
 3.4.2: na dṛṣṭer draṣṭāraṃ

 paśyeḥ |

「
あ
な
た
は
、
見
る
働
き
の
〔
主
体
で
あ
る
〕
見
る
者
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
参
照
。

131 
K

aṭhU
 5.15 

＝ ŚU
 6.14: tam

 eva bhāntam
 anubhāti sarvaṃ

 tasya bhāsā sarvam
 idaṃ

 vibhāti ||

「
彼
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
彼
だ
け
を
照
ら
す
。
そ
の

反
射
に
よ
っ
て
す
べ
て
は
輝
く
。
彼
の
輝
き
に
よ
っ
て
、
こ
の
す
べ
て
は
輝
く
」
参
照
。

132 

「
自
我
意
識
（
ア
ハ
ン
カ
ー
ラ
）」
は
、V

C
 125

の
大
（
マ
ハ
ッ
ト
）
か
ら
生
じ
る
。

133 

「
常
に
一
つ
で
あ
り
」（sadaikarūpaḥ

）。rūpa

に
は
、
姿
、
色
、
特
徴
、
本
質
な
ど
の
意
味
が
あ
る
が
、
冗
長
に
な
る
場
合
に
は
訳
さ
な
か
っ
た
箇
所
も

あ
る
。

134 
K

enaU
 2.4: pratibodhaviditaṃ

 m
atam

 am
ṛtatvaṃ

 hi vindate |

「
覚
知
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
も
の
、〔
そ
れ
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
〕
正
知
で
あ
る
。〔
そ
れ

に
よ
っ
て
〕
人
は
不
死
を
得
る
か
ら
」
参
照
。

135 

「
ま
さ
に
そ
の
（
身
体
）
の
な
か
で
」（atraiva
）。V

C
 139: atrānātm

ani

「
こ
の
（
身
体
）
と
い
う
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
も
の
に
対
し
て
」
参
照
。

136 

「
洞
窟
」（guhā

）
は
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
の
な
か
で
、
心
臓
（hṛdaya

）
の
譬
え
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
心
臓
の
な
か
に
ア
ー
ト
マ
ン
は
い
る
。TU

 

2.1: satyaṃ
 jñānam

 anantaṃ
 brahm

a yo veda nihitaṃ
 guhāyāṃ

 param
e vyom

an | so ’śnute sarvān kām
ān saha brahm

aṇā vipaściteti ||

「
ブ
ラ
フ
マ

ン
（
梵
）
は
真
実
で
あ
り
、
知
識
で
あ
り
、
無
限
で
あ
り
、
洞
窟
の
な
か
に
隠
れ
て
お
り
、
最
高
の
虚
空
に
隠
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
知
る
者
は
、
全
智
者
ブ

ラ
フ
マ
ン
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
欲
望
を
満
た
す
」、B

Ā
U

 4.3.7: katam
a ātm

eti | yo ’yaṃ
 vijñānam

ayaḥ prāṇeṣu hṛdyantarjyotiḥ puruṣaḥ sa sam
ānaḥ 

sann ubhau lokāv anusaṃ
carati dhyāyatīva lelāyatīva |

「〔
ジ
ャ
ナ
カ
王
〕
ア
ー
ト
マ
ン
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。〔
ヤ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ヤ
〕
諸

感
官
の
な
か
で
識
所
成
の
も
の
で
あ
り
、
心
臓
の
内
部
で
輝
い
て
い
る
プ
ル
シ
ャ
で
あ
る
。
彼
は
同
一
で
あ
り
な
が
ら
、
両
方
の
世
界
を
行
き
来
す
る
。
彼

は
瞑
想
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
揺
ら
い
で
い
る
よ
う
で
も
あ
る
」、C

hU
 8.3.3: sa vā eṣa ātm

ā hṛdi |

「
ま
さ
に
、
こ
の
ア
ー
ト
マ
ン
は
心
臓
の
な
か

に
あ
る
」
な
ど
参
照
。「
両
方
の
世
界
」
と
は
感
官
の
対
象
と
心
臓
内
部
。
佐
保
田
鶴
治
『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
七
九
）
三
五
五
参
照
。

137 

「
物
質
原
理
（
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
）」。
サ
ー
ン
キ
ャ
学
派
で
は
物
質
原
理
は
世
界
の
質
料
因
。
前
田
一
九
八
〇
：
一
一
二
、
一
二
三
参
照
。
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138 

「
こ
れ
（
宇
宙
）
を
す
べ
て
照
ら
す
」。V

C
 119, 134

参
照
。

139 

統
覚
（buddhi

）
は
「
私
が
」
行
為
し
て
い
る
、「
私
が
」
身
体
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
ア
ー
ト
マ
ン
は
そ
の
統
覚
を
目
撃
し
て
い
る
。

140 
「
感
官
（
ブ
ッ
デ
ィ
）
を
明
晰
に
す
る
」
は
、
内
官
・
マ
ナ
ス
の
浄
化
と
同
義
。V

C
 11

註
参
照
。

141 
B
Ā

U
 4.4.12: ayam

 asm
īti ... |

「
私
は
そ
れ
で
あ
る
」
参
照
。

142 

「
こ
の
」（atra

）。
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
も
の
は
、V

C
 142

で
は
「
身
体
」（śarīra

）
と
言
わ
れ
て
い
る
。

143 
V

C
 156

「
身
体
は
食
物
か
ら
生
じ
た
も
の
」
参
照
。

144 

ラ
ー
フ
は
日
食
と
月
食
を
起
こ
す
魔
物
。
ヴ
ァ
ラ
ー
ハ
ミ
ヒ
ラ
著
、
矢
野
道
雄
・
杉
田
瑞
江
訳
注
『
占
術
大
集
成
１
古
代
イ
ン
ド
の
前
兆
占
い
』（
東
洋
文

庫
五
八
九
、
平
凡
社
、
一
九
九
五
）
三
二—

四
六
参
照
。
こ
こ
で
は
、
自
ら
輝
い
て
い
る
ア
ー
ト
マ
ン
を
タ
マ
ス
（
暗
質
）
が
遮
る
こ
と
の
喩
え
と
し
て
、
自

ら
輝
い
て
い
る
太
陽
を
ラ
ー
フ
が
遮
る
と
い
う
神
話
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

145 

「
徳
（
グ
ナ
）」
は
激
質
（rajas
）、
暗
質
（tam

as

）、
純
質
（sattva

）。

146 

「
徳
の
属
性
」。
激
質
の
属
性
は
、V

C
 114

に
よ
れ
ば
愛
欲
、
怒
り
、
貪
欲
、
虚
栄
、
怨
み
、
自
我
意
識
、
羨
望
、
嫉
妬
な
ど
。
暗
質
の
属
性
は
、V

C
 118

に
よ
れ
ば
無
知
、
怠
惰
、
愚
鈍
、
眠
気
、
不
注
意
、
愚
蒙
な
ど
。
純
質
の
属
性
は
、V

C
 121

に
よ
れ
ば
〔
師
か
ら
の
〕
恩
恵
（
プ
ラ
サ
ー
ダ
）、
自
ら
の
ア

ー
ト
マ
ン
の
経
験
、
最
高
の
寂
静
、
満
足
、
喜
び
、
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
へ
の
到
達
。

147 

鳥
が
果
実
を
食
べ
る
話
は
、『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』1.164.20 

＝ M
uU

 3.1.1 

＝ ŚU
 4.6

に
あ
る
。
辻
直
四
郎
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』（
岩
波
文
庫
、
一

九
七
〇
）
三
〇
一—

三
〇
二
、
佐
保
田
一
九
七
九
：
三
七
六—

三
七
七
な
ど
参
照
。

148 

「
創
造
神
の
恩
恵
に
よ
っ
て
」（dhātuḥ prasādena

）
はK

aṭhU
 2.20

で
はdhātuprasādāt

と
な
っ
て
お
り
「
感
官
を
明
晰
に
す
る
こ
と
か
ら
」
と
い
う
意

味
に
な
る
。
佐
保
田
一
九
七
九
：
三
七
一
参
照
。

149 

「
内
官
は
浄
化
」（ātm

aviśuddhi

）。
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
浄
化
さ
れ
る
ア
ー
ト
マ
ン
を
内
官
（antaḥkaraṇa

）
と
解
釈
す
る
。V

C
 11

註
参
照
。

150 

「
五
つ
の
蔵
」。V

C
 127

註
参
照
。

151 

「
自
ら
輝
く
」（svayaṃ

jyoti

）。V
C

 100

註
参
照
。

152 

「
存
在
・
知
・
歓
喜
」（saccidānanda

）
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
以
降
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
定
義
。
前
田
一
九
八
〇
：
一
一
五
、
中
村
一
九
八
九
ａ
：
二
五
二
参
照
。

「
存
在
・
知
・
歓
喜
」
が
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
定
義
と
し
て
最
初
に
現
れ
る
文
献
は
、『
ヌ
リ
シ
ン
ハ
・
プ
ー
ル
ヴ
ァ
タ
ー
パ
ニ
ー
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』。K

arl 

H
. Potter, Encyclopedia of Indian Philosophies: Vol. III: Advaita Vedānta up to Śaṃ

kara and H
is P upiles, D

elhi: M
otilal B

anarsidass Publishers, 
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1981: 606

参
照
。N

ṛPU
 6: tasm

ād idaṃ
 saccidānandam

ayaṃ
 paraṃ

 brahm
a tam

 evaṃ
 vidvān am

ṛta iha bhavati |

「
そ
れ
ゆ
え
賢
者
は
、
こ
の
存

在
・
知
・
歓
喜
か
ら
成
る
最
高
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
そ
の
も
の
と
な
り
、
こ
こ
（
現
生
）
で
不
死
に
な
る
」。
な
おN

ṛPU

に
対
す
る
註
釈
書
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
作
で

は
な
い
。
中
村
一
九
八
九
ａ
：
四
五
参
照
。
さ
ら
にATU

 10: saccidānandasvarūpaṃ
 brahm

aiva ||

「
存
在
・
知
・
歓
喜
を
本
質
と
し
て
持
つ
も
の
は
、
ブ

ラ
フ
マ
ン
の
み
で
あ
る
」；

V
Sā

帰
依
文
：akhaṇḍam

 saccidānandam
 avāṅm

anasagocaram
 | ātm

ānam
 akhilādhāram

 āśraye ’bhīṣṭasiddhaye ||

「
不
可

分
で
あ
り
、
存
在
・
知
・
歓
喜
で
あ
り
、
言
葉
と
心
の
領
域
を
超
越
し
て
お
り
、
万
物
を
支
え
る
ア
ー
ト
マ
ン
に
、
私
は
帰
依
し
ま
す
」；

A
Ā

U
 61cd: 

sadghanaṃ
 cidghanaṃ

 nityam
 ānandagahnam

 avyayam
 ||

「
存
在
そ
の
も
の
、
知
そ
の
も
の
、
永
遠
の
歓
喜
そ
の
も
の
、
不
滅
の
も
の
〔
が
唯
一
不
二
の

ブ
ラ
フ
マ
ン
で
あ
る
〕」
な
ど
参
照
。

153 
V

C
 155a: m

uñjād iṣīkāṃ
 iva ... | 

＝ K
aṭhU

 6.17: aṅguṣṭham
ātraḥ puruṣo ’ntarātm

ā sadā janānāṃ
 hṛdaye saṃ

niviṣṭaḥ | taṃ
 svāc charīrāt pravṛhen 

m
uñjād iveṣīkāṃ

 dhairyeṇa | taṃ
 vidyāc chukram

 am
ṛtaṃ

 taṃ
 vidyāc chukram

 am
ṛtam

 iti ||

「
親
指
大
の
プ
ル
シ
ャ
で
あ
る
内
我
は
、
常
に
人
間
の

心
臓
の
な
か
に
住
し
て
い
る
。
ム
ン
ジ
ャ
草
か
ら
茎
を
取
り
出
す
よ
う
に
、
人
は
自
分
の
身
体
か
ら
そ
れ
（
内
我
）
を
し
っ
か
り
と
取
り
出
す
べ
き
で
あ
る
。

人
は
そ
れ
（
内
我
）
を
輝
く
不
死
の
も
の
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
人
は
そ
れ
（
内
我
）
を
輝
く
不
死
の
も
の
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
」。

154 
K

aṭhU
 5.5: na prāṇena nāpānena m

artyo jīvati kaścana | itareṇa tu jīvanti yasm
inn etāv upāśritau ||

「
ど
ん
な
人
で
も
、
呼
気
に
よ
っ
て
生
き
て
い

る
の
で
は
な
い
。
吸
気
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
。
別
の
も
の
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
に
よ
っ
て
人
々
は
生
き
て
い
る
。
そ
の
別
の
も
の
に
、
こ
れ
ら

二
つ
は
依
存
し
て
い
る
」
参
照
。
身
体
が
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
れ
ば
、
手
足
な
ど
を
切
断
さ
れ
れ
ば
人
は
死
ぬ
。
し
か
し
身
体
と
ア
ー
ト
マ
ン
は
別
で
あ
り
、

身
体
が
損
傷
し
て
も
ア
ー
ト
マ
ン
は
無
傷
で
あ
り
人
が
死
ぬ
こ
と
は
な
い
。
身
体
を
支
配
す
る
者
は
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
り
、
支
配
さ
れ
る
身
体
の
損
傷
に
影

響
を
受
け
な
い
。
し
か
し
ア
ー
ト
マ
ン
が
身
体
か
ら
出
て
行
け
ば
、
身
体
は
崩
壊
す
る
。

155 
V

C
 162d: brahm

āham
 iti ... | 

＝ K
aivU

 17c: brahm
āham

 iti ... | 
＝ A

Ā
U

 10c: brahm
āham

 iti ... |

「
私
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
で
あ
る
」。BĀ

U
 1.4.10: ahaṃ

 

brahm
āsm

īti |

「
私
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
で
あ
る
」
参
照
。

156 

「
五
つ
の
行
為
器
官
」。
発
生
器
（
口
）、
手
、
足
、
排
泄
器
、
生
殖
器
。V

C
 94

参
照
。

157 
V

C
 97

参
照
。

158 
V

C
 167bc: prāṇo bhavet prāṇam

ayas tu kośaḥ | yenātm
avān annam

ayo ’nupūrṇaḥ| 

≒ TU
 2.2: tasm

ād vā etasm
ād annarasam

ayāt | anyo ’ntara 

ātm
ā prāṇam

ayaḥ | tenaiṣa pū rṇaḥ |

「
食
物
の
精
髄
所
成
の
人
間
の
他
に
生
気
所
成
の
内
我
が
い
る
。
そ
れ
（
生
気
所
成
の
内
我
）
に
よ
っ
て
、
彼
（
食
物

の
精
髄
所
成
の
人
間
）
は
満
た
さ
れ
て
い
る
」。V

C
 156

参
照
。
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159 

「
五
感
官
」。
眼
耳
鼻
舌
身
の
五
つ
の
感
覚
器
官
。

160 
「
現
象
」（prapañca

）。『
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
・
サ
ー
ラ
』
で
は
、
現
象
（prapañca

）
は
粗
大
な
身
体
（sthūlaśarīra

）、
微
細
な
身
体
（sūkṣm

aśarīra

）、
原

因
と
し
て
の
身
体
（kāraṇaśarīra

）
の
三
種
類
。
中
村
一
九
九
六
：
三
二
〇
参
照
。
原
因
と
し
て
の
身
体
に
つ
い
て
は
、V

C
 122

で
既
出
。

161 

「
心
（
マ
ナ
ス
）」。
マ
ナ
ス
（m

anas

）
の
訳
語
に
つ
い
て
は
、V

C
 95

註
参
照
。

162 

ブ
ッ
ダ
も
同
様
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。SN

 1.1.7.2: cittena nīyati loko | cittena parikissati | cittassa ekadham
m

assa | sabbeva vasam
 anvagūti ||

「
心
に
よ
っ
て
世
間
が
導
か
れ
る
。
心
に
よ
っ
て
〔
世
間
が
〕
引
き
回
さ
れ
る
。
心
と
い
う
一
つ
の
も
の
に
、
す
べ
て
が
従
っ
て
い
る
」。
中
村
一
九
八
六
：

八
九
参
照
。

163 
V

C
 172

註
参
照
。

164 

「
浄
化
さ
れ
た
心
」。V

C
 11

註
参
照
。

165 

「
属
性
」（guṇa

）。V
C

 177
で
「
識
別
と
離
欲
と
い
う
属
性
（guṇa

）」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、V

C
 112

で
既
出
の
純
質
、
激
質
、
暗
質
の
三
徳

（triguṇa

）
の
こ
と
も
意
図
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
激
質
や
暗
質
と
い
う
グ
ナ
（
徳
）
の
結
果
は
輪
廻
で
あ
り
、
識
別
や
離
欲
と
い
う
グ
ナ

（
性
質
）
の
結
果
は
解
脱
で
あ
る
。

166 

「
徘
徊
さ
せ
る
」（bhram

ayati

）。
原
語bhram

a
（
ブ
ラ
マ
）
に
は
、「
さ
す
ら
う
」
と
「
誤
見
」
と
の
両
義
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
誤
っ
て
見
る
こ
と
が

輪
廻
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

167 

「
付
託
」（adhyāsa

）
に
つ
い
て
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
定
義
が
あ
る
。B

SB
h ad B

S 1.1.1: sm
ṛtirūpaḥ paratra pūrvadṛṣṭāvabhāsaḥ |

「
記
憶
と
い
う
形
で
、

他
の
場
所
で
過
去
の
経
験
が
顕
現
す
る
こ
と
で
あ
る
」。
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
「
そ
れ
で
な
い
も
の
に
対
し
て
、
そ
れ
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
」
と
も
言
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、「
私
は
肥
っ
て
い
る
」「
私
は
瘦
せ
て
い
る
」
と
い
う
身
体
の
属
性
を
人
は
ア
ー
ト
マ
ン
に
付
託
し
て
い
る
。
人
の
本
質
は
ア
ー
ト
マ
ン
で

あ
り
、
身
体
で
は
な
い
。
ア
ー
ト
マ
ン
で
な
い
身
体
に
対
し
て
、
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
無
明
（avidyā

）
を
「
付

託
」（adhyāsa

）
と
定
義
す
る
。
前
田
一
九
八
〇
：
二
五
〇
参
照
。

168 

「
作
り
出
さ
れ
た
も
の
」（kalpita

）。
原
語kalpita

（
カ
ル
ピ
タ
）
に
は
、「
分
別
さ
れ
た
」
と
「
作
り
出
さ
れ
た
」
と
い
う
両
義
が
あ
る
。
中
村
一
九
九

六
：
六
四
参
照
。

169 

「
そ
れ
（
心
）
に
よ
っ
て
の
み
」。V

C
 172, 181

参
照
。

170 

「
心
を
浄
化
」。V

C
 11

註
参
照
。
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171 

「
見
ら
れ
る
対
象
」。V

C
 208, 564, 565

参
照
。

172 
「
影
像
」。V

C
 220

註
参
照
。

173 
「
個
我
（
ジ
ー
ヴ
ァ
）」。V

C
 91

註
参
照
。

174 
V

Sā 73: ayaṃ
 karttṛtvabhoktṛtvasukhitvaduḥkhitvādyabhim

ānatvenehalokaparalokagām
ī vyāvahāriko jīva ity ucyate ||

「
こ
れ
（
知
識
所
成
の
蔵
）

は
、
破
壊
者
で
あ
る
、
享
受
者
で
あ
る
、
楽
し
む
者
で
あ
る
、
苦
し
む
者
の
属
性
で
あ
る
な
ど
と
誤
認
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
と
あ
の
世
を
行
き
来
す
る

日
常
生
活
の
個
我
と
言
わ
れ
る
」
参
照
。

175 

「
自
ら
輝
い
て
い
る
」（svayaṃ

jyotiḥ

）。V
C

 100

註
参
照
。V

C
 191abc: yo ’yaṃ

 vijñānam
ayaḥ prāṇeṣu hṛdi sphurat svayaṃ

jyotiḥ | 

＝ B
Ā

U
 4.3.7: 

yo  ’yaṃ
 vijñānam

ayaḥ prāṇeṣu hṛdyantarjyotiḥ puruṣaḥ |

「
こ
の
プ
ル
シ
ャ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
、
知
識
か
ら
な
り
、
諸
感
官
の
近
く
の
心
臓
の
な
か
で

輝
い
て
い
る
」。

176 

土
と
瓶
は
同
じ
も
の
で
あ
り
、
瓶
は
名
称
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
愚
者
は
別
物
と
見
る
。V

C
 230

註
参
照
。

177 

「
限
定
的
属
性
」。V

C
 99

註
参
照
。

178 

「
個
我
」（jīva

）。
輪
廻
す
る
ア
ー
ト
マ
ン
。

179 

「〔
心
臓
の
〕
内
部
で
」。V

C
 134

参
照
。

180 

「
迷
妄
（
プ
ラ
マ
ー
ダ
）」（pram
āda

）
は
怠
慢
、
不
注
意
、
等
閑
視
な
ど
の
意
味
。
漢
訳
で
は
放
逸
。
ブ
ッ
ダ
の
臨
終
の
言
葉
は
「
怠
る
こ
と
な
く
、
修

行
せ
よ
」（appam

ādena sam
pādhetha

）
で
あ
っ
た
。
パ
ー
リ
語pam

āda

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
トpram

āda

と
同
じ
。
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅
』

（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
〇
）
一
六
八
＆
三
三
二
参
照
。
し
か
し
、
こ
こ
で
のpram

āda

はbhrānti

（
迷
妄
）
と
同
義
。

181 

「
過
去
（
生
起
以
前
）
の
非
存
在
」（prāgabhāva

）
は
、
無
始
有
終
の
非
存
在
。
現
象
世
界
は
無
始
で
あ
る
が
、
明
知
が
生
じ
た
後
で
は
有
終
で
あ
る
。
山

本
和
彦
「
イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
非
存
在
に
つ
い
て
」『
大
谷
学
報
』（
七
四—

一
、
一
九
九
四
）
四
三—

四
五
参
照
。

182 
M

adhavananda 1921

は
、
テ
キ
ス
ト
の-asat-

（
非
実
在
）
を-sadā-
（
永
遠
）
と
読
ん
で
お
り
、the eternal Self

と
訳
し
て
い
る
。
非
実
在
の
ア
ー
ト

マ
ン
（
実
在
し
な
い
自
分
）
と
は
、
こ
こ
で
は
自
我
（ahaṃ

kāra

）
の
こ
と
。
身
体
の
場
合
に
つ
い
て
は
既
出
。V

C
 139‒150

参
照
。

183 

「
暗
質
」（tam

as

）。V
C

 115‒118

参
照
。

184 
TU

 2.5: tasya priyam
 eva śiraḥ |

「〔
歓
喜
所
成
の
〕
彼
の
頭
は
ま
さ
に
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
」
参
照
。

185 

「
目
的
達
成
者
」（kṛtin

）。
な
す
べ
き
こ
と
を
な
し
た
人
。
解
脱
者
。
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186 
V

C
 137

参
照
。

187 
TU

 2.2‒5

に
よ
れ
ば
食
物
所
成
の
蔵
、
生
気
所
成
の
蔵
、
意
所
成
の
蔵
、
知
識
所
成
の
蔵
、
歓
喜
所
成
の
蔵
は
、
そ
れ
ぞ
れ
先
行
す
る
蔵
に
含
ま
れ
る
。

湯
田
豊
『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』（
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
三
四
一
参
照
。




